
VDR-301Nをクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 



2  

著作権 

プラネットテクノロジー株式会社による著作権2017。すべての権利が予約されています。本書のどの

部分も、PLANETの書面による事前の許可なしに、いかなる形態であっても、いかなる形であっても

、複製、転写、転写、保存、または言語またはコンピュータ言語に翻訳することはできません。 

 
 

PLANETは、本書の内容に関して、明示または黙示を問わず、いかなる表明または保証も行わず、特定の

目的に対するワランの結びつき、商品性、または適合性を明確に否定します。このマニュアルに記載され

ているソフトウェアは、本人が「本人」で販売またはライセンス供与されます。プログラムが購入後に欠

陥を証明した場合、購入者(この会社、その販売代理店、またはディーラーではない)は、ソフトウェアの

欠陥に起因するすべてのサービス、修理、および偶発的または結果的な損害の全コストを消費します。ま

た、当社は、本書を改訂し、本書の内容を変更する権利を留保します。 

 
 

本書に記載されているすべてのブランド名および製品名は、各社の商標および/または登録商標です。 

 
 

連邦通信委員会干渉声明 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 

pursuant to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection 

against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and 

無線周波数エネルギーを放射することができ、指示に従って設置および使用されない場合、無線通信に有害

な干渉を引き起こす可能性があります。ただし、特定のインストールで干渉が発生しない保証はありません

。この装置がラジオやテレビの受信に有害な干渉を引き起こす場合は、機器の電源を切ったりオンにしたり

することで判断できる場合は、次の対策を講じて、1 つ以上のフォレによる干渉を修正することをお勧めし

ます。 

1. 受信アンテナの向きを変更または再配置します。 

 

2. 機器と受信機の分離を増やします。 

 
3. 受信機が接続されている回路とは異なる回路のコンセントに機器を差し込みます。 

 

4. ディーラーまたはエクスパー・アイセンス・ラジオ技術者に相談してください。 

 
 
 

FCC の注意事項: 

 

たとえば、コンピュータまたは周辺機器に接続する場合は、シールドインターフェイスケーブルの

みを使用します。当事者の責任によってコンプライアンスのために明示的に承認されていない変更

または変更は、機器を操作するユーザーの権限を無効にする可能性があります。 

このデバイスは FCC ルールのパート 15 に準拠しています。操作には、次の 2 つの条件が適用されます。 

 

(1) この装置は有害な干渉を引き起こさないかもしれない 
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(2) このデバイスは、望ましくない動作を引き起こす可能性のある干渉を含め、受信した干渉を受

け入れる必要があります。 

 
連邦通信委員会(FCC)放射線暴露声明 

この装置は制御されない環境のために示されたFCCの放射線暴露に従う。FCC無線周波数暴露限界を超える可能性を

回避するために、アンテナへの人間の近接性は、通常の動作中に20cm(8インチ)未満であ無いとする。 

 

R&TTEコンプライアンスに関する声明 

この装置は、1999年3月9日の欧州議会および1999年3月9日の理事会の無線機器および通信端末機器の指令1999/5/CE

のすべての要件と、その適合性(R&TTE)の相互認識に準拠しています。 

R&TTE指令は、2000年4月8日現在、指令98/13/EEC(電気通信端末機器および衛星地球ステーション機器)で廃止さ

れ、置き換えられます。 

 

安全 

この装置は取付けおよびuがそれを置く人の安全のために細心の注意を払って設計されている。  しかし、電気

機器を扱う際には、感電や静電気の危険性に特に注意を払う必要があります。  したがって、機器の安全な使用

を確保するために、このおよびコンピュータの製造のすべてのガイドラインを常に許可する必要があります。   

 

国家の制限 

このデバイスは、以下に示す国を除き、すべてのEU諸国(およびEU指令1999/5/ECに従う他の国)での

家庭およびオフィスでの使用を目的としています。 

国 レストリ・クション 理由/備考 

 
ブルガリア 

 
なし 

屋外での使用に必要な一般的な認証と 

公共サービス。 

 
 

フランス 

屋外での使用は、バンド

内で10 mWに制限されて

います e.i.r.p. 

2454-2483.5 MHz 

軍事ラジオロケーションの使用。2.4 GHz帯の再生は

、近年、電流を可能にするために進行中です 

緩和された規制。完全な実装は2012年を計画しました。 

 
イタリア 

 
なし 

自社の施設の外で使用する場合、一般的な認証は 

必須。 

 
ルクセンブルク 

 
なし 

ネットワークとサービスに必要な一般的な認証 

供給(スペクトル用ではない) 

 
ノルウェー 

 
実装 

このサブセクションは、地理的領域には適用されません

。 

ニーオーレスンの中心部から半径20km以内です。 

ロシア連邦 なし 屋内用途のみ 
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WEEE規制 

電気・電子機器に有害物質が存在する結果として環境や人の健康に及ぼす潜在的な影響を避ける

ために、電気および電子機器のエンドユーザーは、クロスアウトホイールビンシンボルの意味を

理解する必要があります。WEEEを未分別の自治体廃棄物として処分しないでください。WEEE

は別途収集する必要があります。 

 
 

リビジョン 

802.11n ワイヤレス VDSL2 ブリッジ ルータ モデルのユ

ーザーズ マニュアル: VDR-301N 

改訂: 1.0 (2017 年 3 月) 

部品番号EM-VDR-301N (2080-AC0390-000) 
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  第1章 製品紹介 

 
1.1 パッケージの内容 

PLANET VDR-301Nをご選択いただきありがとうございます。ルーターを取り付ける前に、パッケージボック

ス内の内容を確認してください。 

 
 

 

 

  

VDR-301N クイックガイド 電源アダプタ 

 

 

 

 

 

 

 

 
RJ45ケーブル 

 
RJ11ケーブル 

 
VDSLスプリッター 

 
 

 
 

 

 

 
紛失または破損した商品がある場合は、直ちに販売者にご連絡ください。 
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1.2 製品の説明 

 
VDSL2 上の高性能イーサネット 

30aプロファイルをサポートする最新のVDSL2技術を介して、PLANET VDR-301Nは非常に 

インターネットへの高性能アクセス(ダウンストリームとアップストリームの両方のデータ伝送に最大

100Mbps)。   VDSL2は絶対に再配線の必要性なしで既存の銅の電話回線上の最速のデータ伝送速度を提供

する。ITU-Tの新しいG.993.5ベクタリング技術を統合サポートすることで、   

VDR-301N は、ベクタリング対応の DDM と連携して、クロスストーク干渉を除去し、既存の銅線イ

ンフラストラクチャ全体の最大回線帯域幅を向上させます。 

 

 
 
 

ISP/トリプルプレイデバイス向けに要求の高いサービス接続を提供 

VDR-301Nは、ホームエンターテイメントと通信のためのトリプルプレイデバイスの需要を満たすために

優れた帯域幅を提供します。100/100Mbps の対称データ伝送機能により、VDR-301Nを使用すると、

VOD      (ビデオオンデマンド)  、ボイスオーバー IP、ビデオ電話、IPTV、インターネット キャッシュ 

サーバー、距離教育など、多くのマルチメディアサービスがlocalインターネットで動作することを可能
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にします。オン。 
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ADSL2+ フォールバック 

  ADSL ブロードバンドサービスを提供している ISPの場合、VDR-301NはADSL2+テクノロジーを使用して

最大24 Mbpsのダウンストリームおよび3.5 Mbpsアップストリームの伝送レートをサポートできます。    

VDR-301N は、PPPoA   (RFC 2364  -  ATM適応レイヤ5経由のPPP)、ATM 経由のRFC  2684 カプセル化 (

ブリッジまたはルーテッド)、イーサネット経由のPPP  (RFC  2516)、および ATM経由のIP   (IPoA) をサポ

ートします。、RFC    1483)を使用して ISP との接続を確立し、ISPネットワークのアップグレード後に 

VDSL2 に直接切り替えることもできます。   

 

 
高速 802.11n ワイヤレス接続 

VDR-301N は 2T2R MIMO アンテナ テクノロジーを適用し、ネットワーク アプリケーションに 2 つのモー

ド(ルータとブリッジ)を提供します。2.4GHz IEEE 802.11b/g/n ワイヤレスネットワーク機能を内蔵した

VDR-301Nは、追加のケーブル接続なしであらゆるコンピュータおよびワイヤレス対応ネットワークデバイ

スに接続することを可能にします。無線カバレッジも倍増し、広々としたオフィスや住宅でも高速無線接続

を提供します。 

 

 
セキュア・ウィル・エレス・アクセス制御 

無線通信を保護するために、VDR-301N は WEP、WPA-PSK、WPA2-PSK などの最新の暗号化をサポ

ートします。さらに、VDR-301Nは、ユーザーが安全なワイヤルsネットワークに簡単に接続するための

PBC /PINタイプのWPS設定をサポートしています。 

 

 

 
優れた管理機能 

  VDR-301Nは、標準のWebブラウザを介して簡単に管理できるユーザーフレンドリーな管理インターフ

ェイスを提供します。ネットワーク管理機能の場合、VDR-301N は、DHCP サーバー、仮想サーバー、

DMZ、QoS、UPnP などの基本的なルーター機能だけでなく、ネットワーク アドレス変換 (NAT)、IP/ポ

ート/MAC フィルタリング、コンテンツ フィルタリングなどの完全なファイアウォール機能も提供しま
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す。さらに、VDR-301Nは、権限のないユーザーがネットワークにアクセスするのを防ぐためのインター

ネットファイアウォールとして機能します。 
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ブロードバンド通信のための複数の機能 

VDR-301Nは、VDSL2、ADSL2+、およびワイヤレス LAN サービスを 1 つのユニットに統合します。

プライベート イーサネットおよび 802.11b/g/n ワイヤレス ネットワーク用のシンプルでコスト効率の

高い xDSL インターネット接続を提供するように設計されています。ルータは、LAN とワイヤレス接

続の高速 xDSL インターネット接続と IP ルーティングを 1 つのパッケージに統合します。通常は、個

々のユーザー、SOH、および小規模企業に高いアクセス パフォーマンス アプリケーションを提供する

ことをお勧めします。 

 

 
IPv6/IPv4 デュアル スタック機能 

IPv4 プロトコルと IPv6 プロトコルの両方を完全にサポートする VDR-301N は、元のIPv4 ネットワーク構造

を使用でき、現在および将来の新しいIPv6 ネットワーク構造もサポートできます。より多くのネットワーク

デバイスが増大し、より大きなアドレス指定と高いセキュリティの必要性が高くなるにつれて、VDR-301N 

はISP がIPv6 FTTx エッジ サービスを構築し、SB が IPv6 ネットワークに接続するのに最適な情報です。 

 

 
堅牢な TR-069 リモート管理 

オンサイトメンテナンスに必要なサービスプロバイダーの人手を減らすために、VDR-301Nは自動構成サー

バ(ACS)の実行を可能にするTR069(WAN管理プロトコル)規格をサポートしています。 

このデバイスに対する自動構成、プロビジョニング、収集、および診断をリモートで行います。 
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1.3 製品の特徴 

 インターネット アクセス機能 

 共有インターネット アクセス: LAN 上のすべてのユーザーは、1 つの外部 IP 

アドレスのみを使用して VDR-301N 経由でインターネットにアクセスできます。ロ

ーカル (無効な) IP アドレスは外部ソースから隠されています。このプロセスは NAT 

(ネットワーク アドレス変換) と呼ばれます。

 内蔵 VDSL2 モデム: VDR-301N は VDSL2 モデムを提供し、すべての一般的な VDSL2 接続

をサポートします。

 G. ベクタリング: クロストークレベルの大幅な削減と VDSL2 ライン性能の向上に

対する G.993.5 (G. ベクター) のサポート

 複数の WAN 接続:インターネット(WAN ポート)接続では、VDR-301N は 

ADSL2+ および VDSL2 をサポートします。

 

 高度なインターネット機能 

 仮想サーバー: この機能を使用すると、インターネットユーザーは LAN上のイン

ターネットサーバーにアクセスできます。セットアップも迅速かつ簡単です。

 ファイアウォール: VDR-301N は NAT テクノロジーを備えたシンプルなファイアウォールをサポー

トします。

 ユニバーサル プラグ アンドプレイ (UPnP): UPnP を使用すると、ブロードバンド ルー

ターの自動検出と構成が可能になります。UPnP は Windows XP 7 以降でサポートされてい

ます。  

 DMZ サポート: VDR-301N はパブリック IP アドレスをプライベート IP アドレスに変換して

、インターネット上のサーバーまたは個々のユーザーとの双方向通信を無制限に行うことがで

きます。 NAT環境で restrict に使用される可能性のあるプログラムに対して、プログラムをス

ムーズに実行する最も柔軟な方法を提供します。

 RIPv1/v2ルーティング: ルーティング機能の RIPv1/v2 ルーティング プロトコルをサポートします

。

 

 LANの機能 

 4 ポートスイッチ:  VDR-301N には4ポート 10/100BASE-TX スイッチング ハブ

が組み込まれており、LAN の作成や拡張が容易です。 

 DHCPサーバーのサポート: Dynamic  Host  Cオンフィギュレーション Pロトコル

は、要求に応じて PC やその他のデバイスに動的 IP アドレスを提供します。VDR-

301N は、ローカル LAN上のデバイスのDHCP Server として機能します。 

 ワイヤレス機能 

 IEEE 802.11b/g/nワイヤレスステーション: VDR-301N は 802.11b および 802.11g 規格

との下位互換性を提供する 802.11n 規格をサポートするため、802.11b、802.11g、および 

802.11nを同様に使用できます。  IEEE  802.11n ワイヤレステクノロジは、最大300 Mbps の

データ レートを持つことが可能です。 
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 WPS プッシュボタンコントロール: VDR-301N は WPS  (Wi-Fi プロテクト セットアップ)をサ
ポートしています。 

ユーザーは、セキュリティを構成せずにワイヤレス ネットワークに簡単に接続できます。 

 高度なセキュリティ:64/128ビットWEP、WPA  /  WPA2およびWPA-PSK  /  WPA2-

PSK(TKIP /AES暗号化)、および802.1xをサポートしています。   

 ワイヤレスMAC アクセス制御: ワイヤレス アクセス制御機能は、ワイヤレス ステーション

の MAC アドレス(ハードウェア アドレス)をチェックして、信頼できるワイヤレス ステーショ

ンのみが LAN にアクセスできることを確認できます。   
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 複数の SID: ユーザーは単一の AP経由で異なるネットワークにアクセスできます。   
 

 管理機能 

 TR069 準拠: 複数の VDSL2 CPE の集中管理ノードのサポート 

 
 
 

1.4 製品仕様 
 

モデル VDR-301N 

製品の説明 300Mbps ワイヤレス VDSL2 ブリッジ ルータ 

ハードウェア仕様 

 
 

インターフ

ェイス 

 
Lan 

4 x 10/100BASE-TX、自動ネゴシエーション、自動

MDI/MDI-X RJ45ポート 

Wan 1 x RJ11、1 x 1000BASE-T RJ45 

アンテナ 2.4GHz: 2 x 4dBi内部アンテナ 

 

 
ボタン 

1×電源ボタン1×

リセットボタン

1×WPSボタン 

1×WLANボタン 

LEDインジケータ PWR, DSL, LAN1-4, WLAN, WPS 

寸法(長さ x D x H) 155 x 60 x 152のmm 

重量 238グラム 

電源 12V DC、0.5A 

消費電力 6W 

ソフトウェア機能 

インターネット接続

の種類 

 橋 

 Pppoe 

 動的IP 

 静的IP 

 
 

VDSL の機能 

 ITU-T G.993.2  VDSL2 

 8a,8b,12a,12b,17a,30aプロファイルをサポート 

 G をサポートします。ベクタリング 

 ATM および PTMをサポート 

 別館A、Bをサポート 
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ADSL の機能 

 フルレート ANSI T1.413 発行2 

ITU-T G.992.1(G.DMT) 

・ ITU-T G.994.1 (G.hs) 

-T G.995.1 

 ITU-T G.992.3 (G.dmt.bis) 

-T G.992.5 

 

 

 

 

 

 

 
プロトコル機能 

 ATM 適応層タイプ 5 (AAL5) 

 AAL5 上の複数のプロトコル (RFC 2684、以前の RFC 148) 

 ATMフォーラムUNI3.1/4.0 

 ATM 経由の PPP (RFC 2364) 

 イーサネット経由の PPP (RFC 2516) 

IPoA (RFC 1577/2225) 

 ブリッジまたはルーテッド イーサネット カプセル化 

 VC および LLC ベースの多重化 

 OAM F4/F5 

 ATM QoS: UBR、CBR、VBR-rt、VBR-nrt  

 動的および静的IP 

 IP番号なし 

 

 

 

 

 

 

 
高度な機能 

 親コントロール 

 トラフィック シェーピング(ATM QoS)UBR、CBR、VBR-rt、
VBR-nrt  

 動的ホスト構成プロトコル (DHCP)、DHCPリレー 

 ネットワーク アドレス変換 (NAT) 

 PVC/イーサネット ポートのグループ化 

 スタティック ルーティング、RIP v1/v2 (オプション) 

 DNSリレー,DDNS 

 G.ベクタリング 

 IGMP プロキシ、MLD プロキシ 

 PPTP、L2TP、IPSec VPNパススルー 

 仮想サーバー、ポート トリガ、UPnP、DMZ  

 WMM、帯域幅制御(IP QoS) 

 
セキュリティ 

 NATファイアウォール 

 SPIファイアウォール 

 MAC / IP / URLフィルタリング 

 

 
管理人t 

 デバイスの構成、管理、更新 

 ウェブベースのGUI 

 telnet経由のコマンドライン インターフェイス 

 TR069用 SSL 

ワイヤレス インターフェイスの仕様 

ワイヤレススタンダード IEEE 802.11b/g/n 

周波数帯域 2.4GHz: 2.412~2.484GHz 
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変調方式 

 802.11g: 64QAM, 16QAM, QPSK, BPSK,  DSSS 

 802.11b: CCK、DQPSK、DBPSK   

 HT20 および HT40: 64 QAM, 16QAM, QPSK, BPSK 
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データ伝送速度 

802.11n(40MHz): 

最大 300 Mbps 

802.11n(20MHz): 

最大 144.4 Mbps 

802.11g: 

54、48、36、24、18、12、9、6Mbps/チャネル、拡張範囲の自

動フォールバック 

802.11b: 

1、5.5、2、1 Mbps/チャネル、拡張範囲の自動フォールバック 

送信電力 <20dBm(EIRP) 

ワイヤレスデ

ータの暗号化 

64/128 ビット WEP、WPA-PSK、WPA2-PSK、802.1x 暗号

化、および WPS PBC 

環境仕様 

温度/湿度 動作:0~40°C、10~90%(非結露)保存:-20~70°C、

5~90%(結露なし) 

証明 Ce 
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この章では、ルーターの取り付けについて説明します。ここに示すハードウェアまたはソフトウェアのパラメ

ータに慣れていない場合は、必要な値についてサービス プロバイダに問い合わせてください。   

 

 

2.1 ハードウェアの説明 
 

 

 

VDR-301N の概要 

Chapter 2 Hardware Installation 
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2.1.1 VDR-301Nのフロントパネル 

フロントパネルはルータの簡単なインターフェイス監視を提供します。Figure 2-1は、VDR-301Nの前面

パネルを示す。 

 

図 0-1 VDR-301N フロントパネル 

 

 

2.1.2 VDR-301NのLED表示 

上部パネルの LED は、システム電源、WAN データ アクティビティ、ポート リンクのインスタント ステー

タスを示し、必要に応じて監視とトラブルシューティングを行います。図 2-1 および表 2-1 は、 

VDR-301N. 

 

フロントパネルLED定義 
 

Led 色 状態 説明 

 
電源 

 
緑 

オン ルータの電源がオンになり、準備完了状態になります。 

オフ デバイスの電源がオフになっている。 

 

 
Dsl 

 

 
緑 

オン WAN は正常に接続されました。 

点滅 
ルータは、VDSL2 デバイスまたは通信ネットワークへの WAN 接

続を確立しようとしています。 

オフ デバイスの電源がオフになっている。 

 

インター

ネット 

 
緑 

オン インターネットはルート モードで正常に同期されます。 

点滅 インターネット データが送信されています。 

オフ イーサネット インターフェイスが切断されています。 

 

LAN1-4 

 
緑 

オン イーサネット インターフェイスが接続されています。 

点滅 データは、対応するLANポートを介して送受信されています。   

オフ イーサネット インターフェイスが切断されています。 

 
Wlan 

 
緑 

オン WLAN が有効になっています。 

点滅 データはワイヤレス インターフェイスを介して送信されています

。 

オフ WLAN が無効になっています。 

 
Wps 

 
緑 

オン Wi-Fi 保護セットアップで接続が成功しました。 

点滅 Wi-Fi 保護セットアップでネゴシエーションが進行中です。 

オフ Wi-Fi 保護セットアップが無効になっています。 
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表 2-1 VDR-301N の LED 表示 
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2.1.3 VDR-301Nの背面パネル 

背面パネルには、電源アダプタおよびその他のネットワークデバイスに接続された物理コネクタが用意されて

います。図2-2は、VDR-301Nの背面パネルを示しています。 

 

 

図 0-2 VDR-301N 背面パネル 

 
 
 

背面パネルのポートとボタンの定義 
 

コネクタ 説明 

電源 電源オン/オフボタン 

12V DC 12V DC、0.5 Aの電源コネクタ 

Wlan WLAN スイッチ -- WLAN 機能を有効または無効にするには、3 秒以上押します。 

 

Wps 

このボタンは、WPS PBC モードを有効にするために使用されます。 

WPS が有効になっている場合は、このボタンを 3 秒以上押すと、ルータは PBC 

mod e でネゴシエーションの受け入れを開始します。 

リセット 3 秒以上押すと、工場出荷時のデフォルト設定にリセットされます。 

 
LAN (1-4) 

ルータは、対応するポート(1、2、3、または 4)を介してデバイスに正常に接続され

ています。LED ライトが点滅している場合、ルータはそのポートを介してアクティ

ブにデータを送受信しています。 

 

Wan 
RJ45 WAN ポートを使用すると、UTP ケーブルを介したルータとネットワーク間のデ

ータ通信が可能になります。 

 

Dsl 
RJ11 コネクタは、ツイスト ペアの電話線を介してルータと DSL ネットワーク間のデ

ータ通信を可能にします。 
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3.1 システム要件 

 ブロードバンドインターネットアクセスサービス(ケーブル/xDSL/イーサネット接続) 

 RJ45 コネクタを備えた 1 つのケーブル/xDSL モデム(ルータがイーサネットに直接接続されて

いる場合は必要ありません)。 

 イーサネット アダプタが動作する PC と RJ45コネクタ付きイーサネット ケーブル 

 Windows XP、Windows Vista/Win 7、MAC OS 9 以降、Linux、UNIX、または TCP/IPプロトコ

ルと互換性のあるその他のプラットフォームを実行している加入者のPC 

 上記のPCは、Webブラウザと一緒にインストールされています 

 

 
 

 

1. 次の手順のルータは、PLANET VDR-301Nと呼ばれます。 

2. ルーターにアクセスするには、インターネット探索 8.0 以上を使用することをお勧

めします。 

 
 
 

 

3.2 ルーターのインストール 

次の手順に従って、デバイスをコンピュータに接続してください。 

 
ステップ 1.ルータの DSL ポートとスプリッタのモデム ポートを電話ケーブルで接続し、ケーブルを介し

て電話機をスプリッタの電話ポートに接続し、着信回線をスプリッタの回線ポートに接続します

。 

 
スプリタには、次の 3 つのポートがあります。 

回線: 壁の電話ジャック (RJ11 ジャック) モデムに

接続する : ルータの回線インターフェイスに接続

する 電話:電話セットに接続する 

 
 

3 3 
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ステップ2.電源アダプタをVDR-301Nに接続します。それに応じて、前面パネルのPower  LEDがオンにな

っているかどうかを確認します。  図 3-1 に、電源アダプタの接続図を示します。 

 

 

 

図 3-1 VDR-301N 電源アダプタの接続図 

 
 

ステップ 3.イーサネット ケーブルを使用して、ルーターの "LAN" ポートとコンピュータの "LAN" ポートを接

続します。 

図3-2に従って、ネットワークデバイスを接続します。 
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図 3-2 VDR-301N 接続図 
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4.1 ネットワークプロパティの構成 
 

Windows 7 での PC の構成 

 
1. [スタート]、[コントロール パネル]、[ネットワークとインターネット]、[ネットワークと共有センタ

ー]の [センター] に移動します。左側のバナーで [アダプターの設定の変更] をクリックします。 

2. [ローカルエリア接続]をダブルクリックします。 
 

 

図 4-1ローカル エリア接続の選択 

 

3. [ローカル エリア接続の状態] ウィンドウで、[プロパティ]をクリックします。 
 

 

図 4-2ネットワーク接続のプロパティ 

第 4 章 インストール ガイド 



VDR-301Nのユーザーマニ
ュアル 

22 

 

 

4. Select Internet Protocol Version 4 (TCP/IPv4) and click Properties. 

図 4-3 TCP/IP 設定 

 

5. [IPアドレスを自動的に取得する]と[DNS サーバー アドレスを自動的に取得する] を選択します。 

ボタン。 

 

6. [OK] をクリックして構成を完了します。   
 

 

図 4-4 IP アドレスを自動的に取得する 
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Windows XP での PC の構成 

 
1. [スタート] ボタンと [コントロール パネル] (クラシック表示)に移動します。コントロール パネ

ルで、[ネットワーク接続] をダブルクリックします。   

2. Double-click Local Area Connection. 

図 4-5ネットワーク接続の選択 

 
 

3. [ローカル エリア接続の状態] ウィンドウで、[プロパティ] をクリックします。 
 

図 4-6 
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4. Select Internet Protocol (TCP/IP) and click Properties. 

図 4-7TCP/IP 設定 

5. [IPアドレスを自動的に取得する]と[DNS サーバー アドレスを自動的に取得する] を選択します。 

ボタン。 

6. [OK] をクリックして構成を完了します。   
 

図 4-8 IP アドレスを自動的に取得する 
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4.2 Webブラウザを使用した構成 

ネットワークのセキュリティを保護するために、管理者パスワードを設定することをお客様が使用すること

をお望なります。ルーターを構成するには、ブラウザーを開き、アドレス バーに「http: //192.168.1.1」と

入力し、[移動] をクリックしてログイン ページに移動します。 

将来のリファレンスのためにお気に入りにこのアドレスを保存します。 
 

 

図 4-9ルータへのログイン 

 

 
[ユーザー名] プロンプトと [パスワード] プロンプトで、ログインするための適切なユーザー名とパスワード

を入力します。デフォルトのユーザー名とパスワードは、どちらも"admin.必要に応じて、後で変更できま

す。[OK] をクリックします。 
 

 

図 4-10ログイン ウィンドウ 
 

ユーザ名と password が正しい場合は、VDSL2 ルータに正常にログインし、ステータス ページを表示し

ます。これで、必要に応じて VDSL2 ルータを設定できます。 
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After logging in, the page shown in the following figure appears. You can check, configure and modify all the 

settings. 

図 5-1ステータス 

第 5 章 システム設定 
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5.1 ステータス 

ナビゲーション バーで、[状態 ]を選択します。表示される [状態]ページには、[デバイス情報] と[デバイス情

報]が表示されます。  

統計: 

 
 

 

5.1.1 デバイス情報 

        [ステータス]-[デバイス情報]を選択すると、表示されるページに、ソフトウェア バージョン、DSL ステ

ータス、CWMP ステータス、LAN configuration、DNS ステータス、WAN インターフェイスなど、ルータの

現在のステータスといくつかの基本設定が表示されます。  

 

図 5-2デバイス情報 

 
 
 

 

5.1.2 Dsl 

[ステータス]  > [DSL]を選択すると、表示されるページに現在の DSL ステータスが表示されます。 



VDR-301Nのユーザーマニ
ュアル 

28 

 

 

 

 

図 5-3 DSL 情報 

 
 
 

5.1.3 統計 

 
 

Choose Status > Statistics. Click Statistics in the left pane and the page shown in the following figure 

appears. On this page, you can view the statistics of each network port. 

図 5-4統計 
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5.2 ウィザード 

ブロードバンドサービスを購読する場合は、インターネットに接続する方法に注意する必要があります。  

物理 WAN デバイスは、イーサネットポートまたは RJ11 ポートのいずれかです。インターネット接続のプ

ロパティに関する技術情報は、インターネット サービス プロバイダ (ISP) から提供されます。たとえば、

ISP   から、静的または動的な IP アドレスを使用してインターネットに接続しているかどうか、およびイン

ターネット上での通信に使用するプロトコルを通知する必要があります。  

 
ナビゲーションバーで、ウィザードを選択します。 次の図に示すページが表示されます。 ウィザードページは、インターネット接続

およびその他の重要なパラメーターの迅速かつ正確な構成をガイドします。 以下のセクションでは、これらのさまざまな構成パラメー

ターについて説明します。 これらのパラメータを設定するか、デフォルトのパラメータを使用するかにかかわらず、[次へ]をクリック

してインターネット接続を有効にします. 

図 5-5ウィザード 

 

 
ATM または PTMの 2 つのチャネル タイプと、ブリッジ、IPoE、PPPoE、PPPoA、および 1483 

Routedの5 つの接続モードがあります。以下では、それらをctivelyで取り上げ説明します。 
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5.2.1 橋 
 

図 5-6ウィザード ブリッジ 

設定後、[次へ]をクリックすると、次の図に示すページが表示されます。 
 

図 5-7ウィザード ブリッジ WLAN 
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[変更の適用]をクリックして構成を保存します。 
 

図 5-8保存されたウィザード ブリッジ 
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5.2.2 IPoE 
 

図 5-9ウィザード IPoE 

 

 

図 5-10ウィザード IPoE WLAN 
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[変更の適用]をクリックして構成を保存します。 
 

 

図 5-11ウィザード IPoE 保存済み 
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5.2.3 Pppoe 
 

図 5-12ウィザード PPPoE 

 

 

図 5-13ウィザード PPPoE WLAN 
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[変更の適用]をクリックして構成を保存します。 
 

 

図 5-14ウィザード PPPoE 保存済み 
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5.2.4 PPPoA 
 

図 5-15ウィザード PPPoA 

 

 

図 5-16ウィザード PPPoA WLAN 
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[変更の適用]をクリックして構成を保存します。 
 

 

図 5-17ウィザード PPPoA 保存済み 
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5.2.5 1483 ルーテッド 
 

図 5-18ウィザード 1483 ルーティング 

 

 

図 5-19ウィザード 1483 ルーテッド WLAN 
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[変更の適用]をクリックして構成を保存します。 
 

 

図 5-20ウィザード 1483 ルーティング保存 
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5.3 セットアップ 

ナビゲーション バーの [設定] をクリックします。表示される [セットアップ] ページには、WAN、LAN、およ

び WLAN が含まれます。 

 
 
 

5.3.1 Wan 

Choose Setup > WAN and the page is displayed below. 

図 5-21 WAN 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

WAN 物理タイプ DSL WAN またはイーサネット WANをデフォルトの WAN ポートとし

て選択できます。 

既定のルートの選択 [自動] または[指定]を選択できます。 

チャネルの種類 ATM または PTMを選択できます。 

 
Vpi 

ATM ネットワーク内の 2 つのポイント間の仮想パス(0 ~ 255 の範囲)

。 
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Vci ATMネットワーク内の 2 つのポイント間の仮想チャネル。   
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 32 ~ 65535 (1 ~ 31 は既知のプロトコル用に予約されています) 

カプセル 化 LLC または VC-Muxを選択できます。 

チャンネルモード あなたはブリッジ、IPoE、PPPoE、PPPoA、1483ルーティング、

IPoAを選択することができます 

 

 
NAPT を有効にする 

ネットワーク アドレス ポート変換 (NAPT) 機能を有効にするには、こ

のチェック ボックスをオンにします。選択せず、通常どおりインター

ネットにアクセスする場合は、アップリンク機器にルートを追加する必

要があります。それ以外の場合は、 

インターネットに障害が発生します。通常は有効です。 

 

IGMP を有効にする 
インターネット グループ管理プロトコル (IGMP) 機能を有効または無

効にできます。 

Vlan VLAN を無効または有効にするを選択できます。 

VLAN ID VLAN ID は 1 ~ 4095 で入力できます。 

IP プロトコル [ IPv4]、[ IPv4/IPv6]、または [IPv6]を選択できます。   

PPP 設定 

 

ユーザー名 
ISP から提供された PPP ダイヤルアップの正しいユーザー名を入力し

ます。 

 

パスワード 
ISP から提供された PPP ダイヤルアップの正しいパスワードを入力し

ます。 

型 [連続]、[オンデマンドで接続]、または[手動]を選択できます。 

 

 
アイドル時間 (分) 

タイプをオンデマンド接続に設定するには、アイドルタイムアウト時間

を入力する必要があります。事前に設定された数分以内に、ルータがユ

ーザのフローを継続的に検出しない場合、ルータは自動的に 

PPPoE 接続。 

WAN IP 設定 

 

 

 
型 

[固定IP] または[DHCP]を選択できます。 

 [固定 IP] を選択するには、ローカル IP アドレス、リモートIP アド

レス、およびサブネットマスクを入力する必要があります。 

 DHCP を選択するには、ルータは DHCP クライアントであり、
WAN IP 

アドレスはリモート DHCP サーバーによって割り当てられます。 

ローカル IP アドレス ISP から提供された WAN インターフェイスの IP アドレスを入力しま

す。 

リモート IP アドレス ISP から提供された WAN インターフェイスのデフォルト ゲートウェ

イを入力します。 

ネットマスク ローカル IP アドレスのサブネット マスクを入力します。 

既定のルート [無効]、[有効]、または[自動]を選択します。 既定の設定は [自動]です
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。 

無数 IP 番号なし機能を有効にするには、このチェックボックスをオンにし

ます。 

追加 このページのパラメータを設定したら、それをクリックして新しい 

WAN を追加します。 
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 を「WAN インターフェイス テーブル」に追加します。 

 

変更 
[WAN インターフェイステーブル]で WAN を選択し、パラ

メータを変更します。完了したら、それをクリックして設定

を適用します。 

 

WAN インターフェイス 

テーブル 

次の表に、既存の WAN 設定を示します。このテーブルの最大項目は 

8 です。 
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5.3.2 オートPVC 

Choose Setup > Auto PVC and the page is displayed below. On this page, you can get a PVC automatically 

by detecting function. Add or delete the PVC that you do not need. 

図 5-22自動 PVC 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

プローブWAN PVC [プローブ]をクリックして、WAN パーマネント仮想回線を表示します

。 
 

Vpi 
仮想パス識別子。これは読み取り専用フィールドで、 

現在の ATM VC テーブルの列を選択します。 

 

 
Vci 

仮想チャネル識別子。これは読み取り専用フィールドで、 [現在の 

ATM VC テーブル] の [選択] 列で選択されます。VCIはVPI とともに

、セルが通過する次の宛先を識別するために使用されます。 

ATM スイッチを使用します。 
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5.3.3 Atm 

[設定]-[ATM]を選択すると、ページが下に表示されます。  このページでは、QoS、PCR、CDVT、SCR、MBS 

などの ATMのパラメータを設定できます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 5-23 ATM 

 
 

次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

 

Vpi 
仮想パス識別子。これは読み取り専用フィールドで、 

現在の ATM VC テーブルの列を選択します。 

 

 
Vci 

仮想チャネル識別子。これは読み取り専用フィールドで、 [現在の 

ATM VC テーブル] の [選択] 列で選択されます。VCIはVPI とともに

、セルが通過する次の宛先を識別するために使用されます。 

ATM スイッチを使用します。 

 
 
 
 
 
 

 
Qos 

サーバーの品質は、メッセージまたはデータが送信元ホストからネ

ットワーク経由で宛先ホストに転送される速度と速度を測定する

データ転送の特性です。4 つの QoS オプションは次のとおりです。 

 UBR (未指定ビット レート): UBR が選択されている場合。[SCR] 

フィールドと [MBS] フィールドは無効になります。 

 CBR (一定ビット レート): CBR が選択されている場合。[SCR] フ

ィールドと [MBS] フィールドは無効になります。 

 nrt-VBR (非リアルタイム可変ビットレート):   nrt-VBR を選択する

と、SCR および MBS フィールドが有効になります。 

 rt-VBR (リアルタイム可変ビットレート):  rt-VBR を選択すると、     

SCR フィールドと MBS フィールドが有効になります。 

Pcr ピークセルレート(セル/秒単位)は、ソースであるセルレートです。 
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 決して超えない場合があります。 

 

CDVT 
セル遅延変動許容値 (CDVT) は、許容される遅延の量です。 

ATM セル間 (マイクロ秒単位)。 
 

Scr 
細胞/秒で測定された持続セルレートは、平均セルレートです。 

接続の間で。 
 

Mbs 
最大バースト サイズ、最大を指定するトラフィック パラメータ 

ピークセルレートで送信できるセルの数。 

 
 

 

5.3.4 Dsl 

Choose Setup > ATM and the page is displayed below. On this page, you can select the DSL modulation. This 

factory default setting is mostly used. The router negotiates the modulation modes with the DSLAM. 

図 5-24 DSL 
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次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

 
 
 
 

DSL変調 

優先する xDSL 標準プロトコルを選択します。 

G.Lite: G.992.2 附属亜麻

数 A  G.Dmt: G.992.1 附属

亜麻 A  T1.413:T1.413 発

行 #2  ADSL2: G.992.3 ア

ネックス ADSL2+: 

G.992.5 アネックス A. 

VDSL2: ITU G.993.2 

附属別館オプション ADSL2/ADSL2+ AnnexL 機能を有効または無効にできます。 

 

附属月オプション 
ADSL2/ADSL2+ AnnexMを有効または無効にする 

機能。 
 

VDSL2 プロファイル 
DSLAM がサポートする VDSL2 プロファイルを選択します。 

8A, 8B, 8C, 8D, 12A, 12B, 17A, 30A 

 

 
ADSL 機能 

ビットスワップの有効化 :ビットスワップ機能を有効または無効にで

きます。  

SRA を有効にする : SRA を有効または無効にする (シームレスなレー

ト) 

適応)機能。 
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5.3.5 Lan 

[ 設定]-[LAN]を選択します。表示されるLANページには、LAN、DHCP、DHCP スタティック、および LAN 

IPv6が含まれます。   

 

 

5.3.2.1 Lan 

Click LAN in the left pane and the page shown in the following figure appears. On this page, you can change IP 

address of the router. The default IP address is 192.168.1.1, which is the private IP address of the router. 

図 5-25 LAN 
 

次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

IP アドレス LAN ホストの IP アドレスは、デバイスの LAN ポートを識別するために使

用されます。 

サブネット マスク LAN インターフェイスのサブネット マスクを入力します。 

 

セカンダリ IP 
セカンダリ LAN IP アドレスを有効または無効にするには、このアドレスを

選択します。2 つの LAN IP 

アドレスは別のネットワークになければなりません。 
 

IGMP スヌーピング 
複数ブリッジ LAN の IGMP スヌーピング機能を有効または無効にする 

ポート。 

 

 
MAC アドレス制御 

MAC アドレスに基づくアクセス制御です。LAN1、LAN2、LAN3、LAN4、

WLAN、および「現在許可されている MAC アドレス テーブル」にリスト

されている MAC アドレスがデバイスにアクセスできるホストを選択しま
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す。次に、[適用]をクリックします。 

新しい設定を保存する場合は、 " を変更します。 

新しい MAC アドレス MAC アドレスを入力し、[追加]をクリックして新しい MAC アドレスを追

加します。 
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5.3.2.2 Dhcp 

動的ホスト構成プロトコル(DHCP) を使用すると、個々の PCは集中化された DHCP サーバーから   TCP/IP 

構成を取得できます。このルーターは DHCP サーバーとして構成することも、無効にすることもできます

。DHCP サーバーは、IP アドレス、IP デフォルト ゲートウェイ、および DNS サーバーを DHCP クライア

ントに割り当てることができます。このルーターは、実際の DHCP サーバーからクライアントに IP アドレ

スの割り当てを中継する代理 DHCP サーバー (DHCP リレー) としても機能します。  DHCP サーバーを有

効または無効にできます。   

 

 DHCP サーバー 

左側のウィンドウで[DHCP]をクリックすると、次の図に示すページが表示されます。 
 

 

図 5-26 DHCP 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 
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DHCP モード 

[なし]、[DHCP リレー]、または[DHCP サーバー]を選択できます。DHCP 

サーバーに設定すると、ルーターは Windows XP、Windows 7、およびそ

の他の動作中のホストに IP アドレス、IP デフォルト ゲートウェイ、およ

び DNS サーバーを割り当てることができます。 

DHCP クライアントをサポートするシステム。 
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インターフェイス 
デフォルトでは、すべてのポートが選択されています。クリックして選択

を解除し、これらのポートは選択を解除できません 

IP アドレスを使用して機能します。 

 
IP プール範囲 

プール内の最も低いアドレスと最大アドレスを指定します。最初の IP を指

定します。 

IP アドレス プール内のアドレス。ルータは、IP プール範囲に基づいて IP 

アドレスをホストに割り当てます。 
 

クライアントの表示 
それをクリックすると、アクティブな DHCP クライアント テーブルが表示

されます。IP アドレスが表示されます。   

クライアントに割り当てられます。 

サブネット マスク サブネット マスクを入力します。 

デフォルト ゲートウ

ェイ 

IP アドレス プールのデフォルト ゲートウェイを入力します。 

 
 

最大。リース期間 

リース期間は、ネットワーク ユーザーが現在の動的 IP アドレスを使用し

てデバイスへのネットワーク接続を維持できる時間です。リース期間の終

了時に、リースが更新されるか、DHCP サーバーによって新しい IP が発

行されます。時間の量は秒単位です。 

既定値は 1440 分 (1 日) です。 
 

ドメイン名 
ドメイン名は、アドレスを割り当てるための最も認識されたシステムです

。 

インターネット Web サーバー。 

DNS サーバー DNS サーバーの IP アドレスは、DNS リレー用に構成できます。 

 

 
Click Show Client on the DHCP Mode page and the page shown in the following figure appears. You can 

view the IP address assigned to each DHCP client. 

図 5-27 DHCP テーブル 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

IP アドレス ルータから DHCP クライアントに割り当てられた IP アドレスが表示され

ます。 

 
MAC アドレス 

DHCP クライアントの MAC アドレスが表示されます。各イーサネット デ
バイスには一意の MAC アドレスがあります。MAC アドレスはファクトリ
で割り当てられ、A8-F7-E0-00-11-22 など、6 組の 16 進文字で構成され
ます。 
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有効期限 
リース時間が表示されます。リース期間によって、 

ホストは、IP アドレスが変更される前に、割り当てられた IP アドレスを保

持します。 

更新 クリックすると、このページが更新されます。 

閉じる クリックしてこのページを閉じます。 
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Click Set Vendor Class IP Range on the DHCP Mode page and the page as shown in the following figure 

appears. On this page, you can configure the IP address range based on the device type. 

図 5-28デバイスの IP 範囲表 

 

 
 なし 

[DHCPモード]フィールドで[なし] を選択すると、次の図に示すページが再表示されます。 
 

図 5-29 DHCP なし 
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 DHCPリレー 

In the DHCP Mode field, choose DHCP Relay and the page shown in the following figure appears. 

図 5-30 DHCP リレー 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

 
DHCP モード 

DHCP リレーに設定すると、ルータは代理 DHCP サーバとして機能

し、リモート サーバ間で DHCP 要求と応答を中継します。 

とクライアント。 

中継サーバー ISP から提供された DHCP サーバー アドレスを入力します。 

変更の適用 クリックして、このページの設定を保存します。 

取り消し クリックすると、このページが更新されます。 
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5.3.2.3 DHCPスタティック 

左側のウィンドウで[DHCP 静的]をクリックすると、次の図に示すページが表示されます。MAC アドレスに基

づいて、LAN 上の IP アドレスを特定の個々の PC に割り当てることができます。 

 

 

図 5-31 DHCP スタティック 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

IP アドレス 
ホストに割り当てられている IP プール範囲に、指定した IP アドレス
を入力します。 

MAC アドレス LAN 上のホストの MAC アドレスを入力します。 

追加 
IP アドレスと MAC アドレスを入力したら、それをクリックします。
DHCP 静的 IP テーブルに行が追加されます。 

選択した項目の削除 
DHCP 静的 IP テーブルで行を選択し、その行をクリックすると、こ

の行は 

削除。 

取り消し クリックすると、このページが更新されます。 

DHCP 静的 IP テーブル MAC アドレスに基づいて割り当てられた IP アドレスが表示されます。 
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5.3.2.4 LAN IPv6 

このページでは、LAN IPv6 を構成できます。[設定]-[LAN]-[LAN      IPv6]を選択します。 IPv6 LAN 設定 

次の図に示すように、ページが表示されます。 
 

図 5-32 LAN IPv6 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

LAN グローバル アドレス設定 
 

フィールド 説明 

グローバル アドレス LAN グローバル IPv6 アドレスを指定します。ISP によって割り当てら

れる場合があります。 
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RA設定 
 

フィールド 説明 

有効 ルーター通知機能を有効または無効にします。 

 
M フラグ 

RA パケットの 「管理アドレス構成」フラグを有効または無効に

します。 

O フラグ RA パケットの「その他の構成」フラグを有効または無効にします。 

最大間隔 最大送信時間間隔。 

最小間隔 最小送信時間間隔。 

 

 
プレフィックス モード 

RA 機能プレフィックス モードを指定する 

自動: RA プレフィックスは WAN DHCP-pd プレフィックスを使用しま

す。 

マニュアル:ユーザーはプレフィックスアドレス、長さ、優先時間を指

定します 

および有効な時間。 

ウーラ 一意のローカル アドレス。アクセスする機能を有効または無効にしま

す。 

RA DNS を有効にする アクセスする機能を有効または無効にします。 

 
 

DHCPv6 設定 
 

フィールド 説明 

DHCPv6 モード [なし]、[手動モード]、または[自動モード]を選択します。   

IPv6 アドレス サフィッ

クス プール 

IPv6 アドレスを入力します。 

IPv6 DNS モード [自動モード] または[手動] を選択します。 
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5.3.6 Wlan 

5.3.6.1 基本的な 

This page contains all the wireless basic settings. Most users will be able to configure the wireless portion and 

get it working properly using the setting on this screen. 
 

図 5-33 WLAN 

 
 

次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

ワイヤレス LAN を無効

にする 

インターフェイス 

 

VDR-301Nのワイヤレス機能を有効/無効にします。 

 

バンド 
に対応するリストから適切なバンドを選択します。 

ネットワーク設定。 

モード [AP モード] を選択します。 

 

 
Ssid 

サービス セット識別子 (SSID) またはネットワーク名。大文字と小文字が

区別され、32 文字を超えることはできません。モバイル ワイヤレス ステ

ーションは、同じ SSID を選択します。 

VDSL2 ルータと通信します。 
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チャネル幅 チャンネル幅を20MHz、40MHz、または20/40MHzに選択します。   

コントロールサイドバン

ド 

[上部] または [下側バンド] を選択します。 

 
チャンネル番号 

ネットワーク設定に対応する一覧から適切なチャネルを選択します。AP ご

とに異なるチャネルを割り当て、次の操作を行います。 

信号干渉。 

WLAN ドメイン FCC 1~11 または ETSI 1~13を選択します。 

無線電力 (パーセント) 100%, 80%, 50%, 25%, 10%. 

関連付けられたクライア

ント 

クリックすると、現在 VDR-301N に関連付けられているクライアントが表

示されます。 

 

 
[アクティブなクライアントの表示]をクリックすると、次の図に示すページが表示されます。  VDSL2 ルータに接

続されているクライアントの情報を表示できます。   

 
 

図 5-34アクティブ ワイヤレス クライアント テーブル 
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5.3.6.2 セキュリティ 

This screen allows you to set up the wireless security. Turn on WEP or WPA by using encryption keys that could 

prevent any unauthorized access to your WLAN. 
 

図 5-35ワイヤレス セキュリティ 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

SSID の種類 SSID の種類を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 

 
暗号化 

選択するセキュリティには 4 種類あります。WLAN をセキュリティで

保護するには、この機能を有効にすることを強くお勧めします。 

WEP: ネットワーク上のすべてのワイヤレスデバイスが同じ暗号化レ

ベルとキーを使用していることを確認します。 

WPA/WPA2 (TKIP): WPA/WPA2 は、データ暗号化にテンポラル キー

整合性プロトコル (TKIP) を使用します。TKIP は、より強力な暗号化

方式を利用し、メッセージ整合性コード (MIC) を組み込んでハッカー

に対する保護を提供します。 

WPA/WPA2 (AES): WPA/WPA2 は 802.11i とも呼ばれ、データ暗号

化に高度暗号化標準 (AES) を使用します。AES は、対称的な 128 ビ

ット ブロック データ暗号化を使用します。 

WPA2 混在: AP は、データ暗号化のために WPA (TKIP) と WPA2 

(AES) をサポートします。暗号化方法の実際の選択は、 

クライエントに。 

 
802.1x認証を使用

する 

802.1x 認証を有効にするには、このチェック ボックスをオンにします

。このオプションは、[暗号化] が [なし] または [WEP] に選択されてい

る場合にのみ選択されます。「暗号化」が WEP の場合は、WEP キー
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の長さをさらに選択する必要があります。 

WEP 64 文字または WEP 128 文字のいずれかです。 
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WPA 認証モード 

WPA の認証モードには 2 種類あります。 

エンタープライズ (RADIUS): WPA RADIUS は外部 RADIUS サーバを

使用してユーザ認証を実行します。WPA RADIUS を使用するには、

RADIUS サーバの IP アドレス、RADIUS ポート(デフォルトは 1812)

、および RADIUS サーバの共有シークレットを入力します。 

個人 (事前共有キー):事前共有 Key 認証は、関係者のみが知っている

共有シークレットに基づいています。WPA 事前共有キーを使用するに

は、キー形式を選択し、 

「事前共有キー形式」と「事前共有キー」の設定。 

 

 
事前共有キーの形式 

パスフレーズ:ユーザーフレンドリテキストシークレットとして事前共

有キーシークレットを入力する場合に選択します。 

16 進数 (64 文字): 事前共有キー シークレットを次のように入力する場

合に選択します。 

16 進数の秘密。 

 
事前共有キー 

この事前共有キーで使用される共有シークレットを指定します。If 

"事前共有キー形式" は PassPhrase として指定され、8 ~ 64 文字の長

さまたは 64 桁の 16 進数のパスフレーズを示します。 

 

認証 RADIUS サーバー 
[WPA 認証モード] で WPA-RADIUS が選択されている場合、ポート(

デフォルトは 1812)、外部 RADIUS サーバの IP アドレス、およびパ

スワード 

はここで指定されます。 

 

 

5.3.6.3 MBSSID (複数の BSSID) 

この画面では、ワイヤレス複数の SID のセットアップを行うことができます。 
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図 5-36ワイヤレス MBSSID 
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5.3.6.4 アクセス制御リスト 

このページでは、管理者がクライアント ステーションの MAC アドレスを入力してアクセス制御を行うことが

できます。この機能を有効にすると、MACアドレスをアクセス コントロールリストに追加でき、ワイヤレス 

MACアドレスがアクセスコントロール list にあるクライアントのみがVDR-301N に接続できるようになります

。 

 

 

図 5-37ワイヤレス アクセス制御 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

 
 
 
 

ワイヤレス アクセス制御

モード 

選択項目は次のとおりです。 

無効:ワイヤレス ACL 機能を無効にします。 

[リストを許可]:このオプションを選択すると、MAC アドレスが現在の

アクセス コントロール リストにあるクライアント以外のワイヤレス 

クライアントは(このデバイスに)接続できなくなります。 

[一覧表示を拒否]:このオプションを選択すると、 

MAC アドレsse が現在のアクセス コントロール リストにあるユーザ

ーは、(このデバイスに) 接続できません。 

MAC アドレス クライアント MAC アドレスを入力します。 

変更の適用 [変更の適用] をクリックして新しい設定を追加します。その後、再起動

します。 

追加 現在のアクセス コントロール リストに MAC アドレスを追加する場合

にクリックします。 

リセット 設定をクリアします。 

選択した項目の削除 [現在のアクセス制御リスト] から削除する行を選択します。 

すべて削除 リストをフラッシュします。 
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5.3.6.5 詳細 

This page allows advanced users who have sufficient knowledge of wireless LAN. These settings will not be 

changed unless you know exactly what will happen for the changes you made on your VDSL2 Router. 

図 5-38ワイヤレス詳細設定 
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5.3.6.6 Wps 

Wi-Fi 保護セットアップ (WPS) は、安全なネットワークセットアップを簡素化するためのプッシュボタンまたは

ピンです。 
 

 

図 5-39 WPS 

 
 

次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

WPS を無効にする WPS 機能を有効または無効にします。 

セルフピン番号 [ピンの再生成]をクリックすると、自動的にリセットされ、8 桁の番号

が取得されます。 

プッシュボタン 

構成 

Wi-Fi ドングルからデバイスに接続するには、[PBC の開始] ボタンをク

リックします。   

自動的に。 

ピンの開始 デバイスから Wi-Fi ドングルに接続するピン番号を入力します。 
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5.4 詳細 

In the navigation bar, click Advanced. On the Advanced page that is displayed contains Route, NAT, QoS, 

CWMP (TR-069), Port Mappings and Others. 
 

図 5-40詳細設定 

 

 

5.4.1 ルート 

[ルーティング] ページでは、インターネットおよびネットワーク データの特定のルートを定義できます。ほ

とんどのユーザーはルートを定義する必要はありません。一般的な小規模なホーム LAN またはオフィス LAN 

では、LAN ホストおよび VDSL2 ルータのデフォルト ゲートウェイを設定する既存のルートは、すべてのイ

ンターネット トラフィックに最適なパスを提供します。 

 LAN ホストでは、デフォルト ゲートウェイはすべてのインターネット trアフィックを VDSL2 

ルータの LAN ポートに送信します。LAN ホストは、TCP/IP プロパティを変更したときに割り

当てたか、サーバーから情報を動的に受信するように構成したために、デフォルト ゲートウェ

イを知っています。 

 VDSL2 ルータ自体では、すべての送信インターネット トラフィックを ISP のルートに送信するように

デフォルト ゲートウェイが定義されます。デフォルト ゲートウェイは、デバイスが Inte rnet アクセス

をネゴシエートするたびに ISP によって自動的に割り当てられるか、ユーザが手動で設定を行うよう

に割り当てられます。ホームセットアップに 2つ以上のネットワークまたはサブネットが含まれてい

る場合、2つ以上の ISP サービスに接続する場合、またはリモートの企業 LAN に接続する場合は、

ルートを定義する必要があります。   
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5.4.1.1 静的ルート 

左側のウィンドウで [静的ルート]をクリックすると、次の図に示すページが表示されます。このページは

、ルーティング情報を構成するために使用されます。IP ルートを追加または削除できます。 

 

 

 

図 5-41スタティック ルート 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド デ・クリプション 

有効 クリックすると、追加する選択したルートまたはルートが有効または無

効になります。 

 
 

 
先 

サブネットのネットワーク IP アドレス。宛先は、サブネットまたは

サブネット内の特定のホストの IPアドレスとして指定できます。ま

た、他のルートが定義されていないすべての宛先 (これはデフォルト 

ゲートウェイを作成するルート) に対してこのルートを使用する必要

があることを示すために、すべてゼロとして指定することもできます

。 

サブネット マスク 宛先サブネットのネットワーク マスク。 

 
次ホップ 

トラフィックが宛先サブネットに向かって流れるネクストホップの IP 

アドレス。   

 
メトリック 

データ パケットが送信するネットワーク ノード間のホップ数を定義し

ます。 

インターフェイス 静的ルーティング サブネットを適用する WAN インターフェイス。 
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ルートの追加 ユーザー定義の宛先ルートを追加します。 
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更新 静的ルート テーブルで選択した宛先ルートを更新します。 

選択した項目の削除 静的ルート テーブルで選択した宛先ルートを削除します。 

 

 
[ルートの表示]をクリックすると、次の図に示すページが表示されます。VDSL2 ルータに接続されているクラ

イアントの情報を表示できます。 

 

 

図 5-42 IP ルート テーブル 

 
 

5.4.1.2 IPv6 スタティックルート 

左側のウィンドウで[IPv6 静的ルート]をクリックすると、次の図に示すページが表示されます。このページは、

ルーティング情報を構成するために使用されます。IP ルートを追加または削除できます。 

 

 

図 5-43 IPv6 スタティック ルート 
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次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

先 宛先デバイスの IPv6 アドレスを入力します。 

プレフィックスの長さ IPV6 アドレスのプレフィックス長を入力します。 

 

次ホップ 
への IPv6 ルートのネクスト ホップの IPv6 アドレスを入力します。 

宛先アドレス。 

インターフェイス 指定したルートのインターフェイス。 

ルートの追加 クリックして、新しい静的ルートを IPv6 スタティック ルート テーブ

ルに追加します。 

選択した項目の削除 IPv6 スタティック ルート テーブルで行を選択し、クリックして行を削

除します。 

 
 

5.4.1.3 リッピング 

RIPは、LAN   上の他のルーティングデバイス、ISPの場所、またはファイバ経由でネットワークに接続された

リモート ネットワークとルーティングテーブル情報を共有するように設定できるインターネットプロトコルで

す。ほとんどの小規模なホーム ネットワークやオフィス ネットワークでは、RIP を使用する必要はありません

。VDSL2 ルータなどのルータは 1 つしかなく、ISPへのパスは 1 つだけです。このような場合、ネットワーク

からのすべてのインターネット データが同じ ISP ゲートウェイに送信されるため、ルートを共有する必要はあ

りません。次のいずれかの状況がネットワークに当てはまる場合は、RIP を構成することをおりください。   

 ホーム ネットワーク setup には、追加のルーターまたは RIP 対応 PC (VDSL2 ルーター以外) が含まれて

います。VDSL2 ルータとルータは、RIP 経由で通信してルーティング テーブルを共有する必要がありま

す。   

 ネットワークは、ファイバを介して企業ネットワークなどのリモート ネットワークに接続します。LAN 

が企業ネットワーク内で使用されるルートを学習するには、両方を RIP で構成する必要があります。 

 ISP は、ネットワーク上のデバイスと通信 n の RIP を実行することを要求します。 
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図 5-44 RIP 
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次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

リッピング [オフ] または [オン]を選択できます。 

適用 クリックして、このページの設定を保存します。 

インターフェイス RIP を使用するルーター インターフェイスを選択します。 

 
 

 
Recv バージョン 

RIP メッセージを受信するインターフェイスのバージョンを選択します

。[RIP1]、[RIP2]、または[両方]を選択できます。 

 [RIP1] を選択して、ルータが RIP v1 メッセージを受信することを

示します。 

 [RIP2] を選択して、ルータが RIP v2 メッセージを受信することを

示します。 

 ルータが RIP v1 および RIP v2 メッセージを受信することを示す

には、[両方]を選択します。 

 

バージョンの送信 

RIP メッセージを送信するための作業モード。RIP1 または 

RIP2. 

 [RIP1]を選択して、ルータが RIP1メッセージのみをブロードキャ

ストすることを示します。   

 [RIP2] を選択して、ルータが RIP2 メッセージのみをマルチキャス

トすることを示します。   

追加 これをクリックして、RIP インターフェイスを[取り込み構成一覧]に追

加します。 

削除 [取り込み構成リスト]で行を選択し、クリックして行を削除します。 
 

 
 

 
5.4.2 Nat 

[詳細設定]-[NAT]を選択すると、次の図に示すページが表示されます。  表示されるページには、DMZ 、仮想サ

ーバー、  ALG、  NAT 除外 IP、ポート トリガ、FTP  ALG ポート、および NAT IP マッピングが含まれます。  

 

5.4.2.1 Dmz 

非武装地帯 (DMZ) は、ローカル プライベート ネットワークへの不正アクセスを犠牲にすることなく、インタ

ーネット サービスを提供するために使用されます。通常、DMZ ホストには、Web (HTTP) サーバー、FTP サ

ーバー、SMTP (e-mail) サーバー、DNS サーバーなど、インターネット トラフィックにアクセスできるデバイ

スが含まれます。 

 
左側のペインで[DMZ]をクリックすると、次の図に示すページが表示されます。以下では、手動 DMZ を設定

する方法について説明します。DMZ ホストの IP アドレスを入力します。[変更の適用] をクリックして、この

ページの設定を細かく保存します。 
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図 5-45 DMZ 

 
 

次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

WAN インターフェイス WAN インターフェイスを選択します。 

DMZ ホスト IP アドレス DMZ ホストの IP アドレスを入力します。 

現在の DMZ テーブル 以前に設定された DMZ 情報のリスト。 

変更の適用 [変更の適用] をクリックして、新しい設定を追加します。 

リセット 設定をクリアします。 

選択した項目の削除 削除する現在の DMZ テーブルから行数を選択します。 
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5.4.2.2 仮想サーバー 

Internet users would not be able to access a server on your LAN because of native NAT protection.The “virtual 

server” feature solves these problems and allows internet users to connect to your servers. 
 

図 5-46仮想サーバー 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

 
 

 
サービスの種類 

共通サービスタイプ(AUTH、DNS、または 

FTP:サービス名を定義することもできます。 

 [通常のサービス名]を選択した場合は、対応するパラメータに既

定の設定があります。 

 [ユーザー定義サービス名]を選択した場合は、次のように入力す

る必要があります。 

対応するパラメーター。 

プロトコル 
サービスの種類が使用するトランスポート層プロトコルを選択します。

できます 

[TCP]、[UDP]、または [TCP+UDP]を選択します。 

WAN 設定 [インターフェイス] または [IP アドレス]を選択できます。 

WAN インターフェイス 仮想サーバーを適用する WAN インターフェイスを選択します。 

WAN ポート WAN のアクセス ポートを選択します。 
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LAN オープン ポート 指定したサービスの種類のポート番号を入力します。 
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LAN 設定 [IP アドレス]、[ホスト名]、または [MAC アドレス]を選択できます。 

LAN IP アドレス 
仮想サーバーの IP アドレスを入力します。ルータの LAN IP アドレス
を持つ同じネットワーク セグメント内にあります。 

 
 

 

5.4.2.3 Alg 

アプリケーション層ゲートウェイ(ALG) は、ゲートウェイがアプリケーション層のペイロードを解析し、それ

らに対する決定を行うことを可能にする機能です。ALG は通常、アプリケーション層ペイロードを使用して、

アプリケーションが n 個のデータ接続を操作する動的伝送制御プロトコル (TCP) またはユーザー・データグラ

ム・プロトコル (UDP) ポートを通信するアプリケーションをサポートするために使用されます。このようなア

プリケーションには、ファイル転送プロトコル (FTP) およびさまざまな IP テレフォニー プロトコルが含まれ

ます。 

 

図 5-47 ALG 

 
 
 

5.4.2.4 NAT除外 IP 

NAT は、プライベート ネットワークを 1 つのグローバルおよび可視 IP アドレスの背後に隠すことで、ネット

ワーク セキュリティを向上させます。NAT アドレス マッピングは、LAN 間接続を介して 2 つの IP ドメインを

リンクするためにも使用できます。ネットワーク アドレス変換(NAT) は、ルーターがISP によって割り当てら

れた単一の IP アドレスをネットワーク上の他のコンピュータと共有する方法です。この機能は、ISPから複数

のIPアドレスが割り当てられている場合、または高度なシステム構成に NAT を無効にする必要がある場合にの

み使用してください。 単一の IP アドレスがあり、NAT をオフにすると、ネットワーク上のコンピュータはイ

ンターネットにアクセスできなくなります。他の問題も発生する可能性があります。  NAT をオフにすると、フ
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ァイアウォール機能が無効になります。 
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図 5-48 NAT 除外 IP 

 
 

5.4.2.5 ポートトリガ 

一部のアプリケーションでは、インターネット ゲーム、ビデオ会議、インターネット通話など、複数の接続

が必要です。これらのアプリケーションは、純粋な NAT ルータでは動作できません。ポート トリガは、NAT 

ルータで動作するこれらのアプリケーションの一部に使用されます。 

 
 

図 5-49ポート トリガ 
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[通常のアプリケーション名] ドロップダウン メニューをクリックして、ポート トリガー用に設定するア

プリケーションを選択します。アプリケーションを選択すると、既定のトリガー設定が次の表に表示さ

れます。 

セットアップするアプリケーションが一覧にない場合は、[ユーザー定義の Application Name]ボタンをク

リックし、[カスタム アプリケーション] フィールドにトリガーの名前を入力します。構成するポート トリ

ガの[開始一致ポート]、[終了一致ポート]、[トリガ プロトコル]、[関連ポートの開始]、[関連ポートの終了]、

[プロトコルの開く]、[Nat の種類]の設定を構成します。  完了したら、[変更の適用] ボタンをクリックしま

す。 

 

5.4.2.6 FTP ALG ポート 

FTP uses two communication channels, one for control commands and one for the actual files being transferred. 

When an FTP session is opened, the FTP client establishes a TCP connection (the control channel) to (usually) 

port 21 on the FTP server. What happens after this point depends on the mode of FTP being used. 

図 5-50 FTP ALG ポート 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

FTP ALG ポート FTP ALG ポートを設定します。 

Dest ポートの追加 ポート構成を追加します。 

選択した Dest の削除 

ポート 
選択したポート構成を一覧から削除します。 
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5.4.2.7 NAT IP マッピング 

NAT はネットワーク アドレス変換の略です。[ネットワーク アドレス変換の設定] ウィンドウでは、LAN 上の

複数のコンピュータに対して 1 つの WAN IP アドレスを共有できます。左側のペインで[NAT IP Mapping]をク

リックすると、次の図に示すページが表示されます。 

 

この表のエントリを使用すると、LAN から指定された送信元 IP アドレスに対して 1 つの IP プールを設定で

きるため、送信元 IP が指定されたアドレスの範囲内にある 1 つのパケットが NAT のプールから 1 つの IP ア

ドレスを選択します。 

 

 

図 5-51 NAT IP マッピング 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

 

型 
1対 1、多対一、多対多、および 

一対多. 

 

 
ローカルの開始と終了 IP 

マップ先のローカル IP アドレスを入力します。ローカル開始 IP は開

始ローカル IP アドレス、ローカル エンド IP は終了ローカル IP アドレ

スです。ルールがすべてのローカル IP に対して行われ、開始 IP は 

0.0.0.0 であり、 

終了 IP は 255.255.255.255 です。 

 
グローバル開始/終了 IP 

NAT を実行するグローブ IP アドレスを入力します。 

アドレス。動的 IP がある場合は、グローバル開始 IP として 0.0.0.0 と

入力します。 
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NAT IP マッピング テー

ブル 

マッピング アドレスに関する情報が表示されます。 
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5.4.3 Qos 

 

5.4.3.1 Qos 

 
VDR-301N は、ユーザーまたはデータ フローごとに異なる優先順位を提供できる制御メカニズムを提供します

。QoS は、QoS テーブルの QoS ルールによって適用されます。QoS ルールには、トラフィックの分類とアク

ションの 2 つの設定ブロックが含まれます。トラフィック分類を使用すると、パケットのさまざまなフィール

ドと物理入力ポートに基づいてパケットを分類できます。アクションを使用すると、厳密な優先度レベルを割り

当て、Traffi c 分類ルールに一致するパケット内の一部のフィールドにマークを付けます。QoS ルールのこれら 

2 つの QoS ブロックで、必要に応じて任意のフィールドまたはすべてのフィールドを設定できます。   

 
 

図 5-52 QoS の無効化 

 

 
QoS を有効にし、[適用]をクリックして IP QoS 機能を有効にします。[ルールの追加] をクリックして、新しい IP 

QoS ルールを追加します。 
 

イチジクure 5-53  QoS イネーブル 



VDR-301Nのユーザーマニ
ュアル 

81 

 

 

 

5.4.3.2 トラフィックシェーピング 

 
[詳細設定]-[QoS]-[トラフィック シェーピング]を選択すると、次のページに表示されるページが表示されま

す。トラフィック シェーピング機能を使用すると、ネットワーク データ転送を規制して、アップリンクと

ダウンリンクの速度を制限することで、パフォーマンスを確保または優先順位付けできます。 

 

 

 

図 5-54トラフィック シェーピング 
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5.4.4 CWMP (TR-069) 

Choose Advanced > CWMP and the page shown in the following page appears. On this page, you can 

configure the TR-069 CPE. 

図 5-55 CWMP 

 
 

次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

Acs 

有効 アクセスする機能を有効または無効にします。 

Url 接続先の自動構成サーバーの URL。 

ユーザー名 ACS にログインするためのユーザ名。 

パスワード ACS にログインするためのパスワード。 

定期的な情報提供を有効

にする 

設定が更新されるかどうかを確認するために ACS に定期的に接続する
には、[有効]を選択します。 

定期的な情報の間隔 ACS への接続間の時間を指定します。 

接続要求 
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ユーザー名 TR-069 サービスによって提供される接続ユーザー名。 

パスワード TR-069 サービスによって提供される接続パスワード。 

デバッグ 

メッセージの表示 シリアル コンソールに ACS SOAP メッセージを表示するには、[有効]

を選択します。 

CPE は GetRPC を送信

します。 

ルータが ACS に接続して設定の更新を取得できるようにするには、[有
効]を選択します。 

MReboot をスキップ 
通知で MReboot イベント コードを送信するかどうかを指定します。 

メッセージ。 

遅延 しばらくすると TR-069 プログラムを開始するかどうかを指定します。 

自動実行 
ルータの電源をオンにした後、TR-069 を自動的に起動するかどうかを
指定します。 

 
 

 

5.4.5 ポートマッピング 

The VDR-301N provides multiple interface groups. Up to five interface groups are supported including one 

default group. The LAN and WAN interfaces could be included. Traffic coming from one interface of a group can 

only be flowed to the interfaces in the same interface group. Thus, the VDR-301N can isolate traffic from group 

to group for some applications. By default, all the interfaces (LAN and WAN) belong to the default group, and 

the other four groups are all empty. It is possible to assign any interface to any group but only one group. 

図 5-56ポート マッピング 
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次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

 

有効/無効 
ラジオボタンをクリックして、インターフェイス グループ機能を有

効または無効にします。次の場合 

無効にすると、すべてのインターフェイスがデフォルト グループに属

します。 

 
 

インターフェイス グルー

プ 

マッピング グループを操作するには: 

1. テーブルからグループを選択します。 

2. 使用可能/グループ化されたインターフェイス リストからインター

フェイスを選択し、矢印ボタンを使用してグループ化/使用可能なイン

ターフェイスリストに追加します。 

ポートの必要なマッピングを操作します。 

 
 

 
5.4.6 他 

アドバンス/その他を選択すると、次の図に示すページが表示されます。表示されるページには、 

ブリッジ設定、 クライアント制限、 トンネル、 Telnet など: 

 

 

5.4.6.1 ブリッジ設定 

Choose Advance > Others > Bridge Setting and the page shown in the following figure appears. This page is 

used to configure the bridge parameters. You can change the settings or view some information on the bridge 

and its attached ports. 

図 5-57ブリッジ設定 次の

表に、the パラメータを示します。 

 
 
 
 
 
 
 

場合 おと 

 

a はい 
300円付き(内)、おとなしい 

%. 

 
802.1D°D の°D 

[クリック](データ)[10005000000000を受け入る。   

[値]おとなしい 

MC はつる クリックすると、ブリッジの学習した MAC アドレスのリストが表示さ

れます。 
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Click Show MACs and the page shown in the following figure appears. This table shows a list of learned MAC 

addresses for this bridge. 
 

図 5-58転送テーブル 

 
 
 

5.4.6.2 クライアントの制限 

Choose Advance > Others > Client Limit and the page shown in the following figure appears. This page is 

used to configure the capability of forcing how many devices can access the Internet. 

図 5-59クライアントの制限 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

 
クライアント制限機能 

アクセスする機能を有効/無効にする 

有効にすると、最大デバイスは 32 になります。デフォルトは 4 です。 
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5.4.6.3 トンネル 

Choose Advanced > Others > Tunnel and the page shown in the following figure appears. This page is used to 

configure the IPv6 with LAN to transfer to IPv4. 

図 5-60トンネル 

 
 

次の表では、パラメーターについて説明します。 

V6inV4トンネル 
 

フィールド 説明 

有効 V6inV4トンネルを有効または無効にします。 

インターフェイス トンネル インターフェイスとして使用されている現在の WAN インタ

ーフェイスを選択します。 

モード 6to4 トンネルまたは第 6 トンネル. 

 
 

DS-Liteトンネル 
 

フィールド 説明 

有効 DS-Lite トンネルを有効または無効にします。 

インターフェイス トンネル インターフェイスとして使用されている現在の WAN インタ

ーフェイスを選択します。 

モード 自動または手動. 
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5.4.6.4 Telnet 

Choose Advanced > Others > Telnet in the left pane and the page shown in the following figure appears. You 

can enable or disable the Telnet function on this page. 
 

図 5-61 Telnet 

 
 

5.4.6.5 他 

Choose Advanced > Others > Others in the left pane and the page shown in the following figure appears. You 

can enable half bridge so that the PPPoE or PPPoA connection will set to Continuous. 

図 5-62その他 
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5.5 サービス 

ナビゲーション バーの [サービス]をクリックします。表示される[サービス]ページには、IGMP 、  UPnP、  

DNS、  DDNSが含まれています。   

およびVPN. 

 

 

5.5.1 Igmp 

5.5.1.1 IGMPプロキシ 

[サービス]-[IGMP]   を選択すると、次の図に示すページが表示されます。IGMP プロキシを使用すると、シス

テムは標準の IGMPインターフェイスを介して検出したホストに代わって IGMP ホストメッセージを発行でき

ます。システムは、有効にした後、そのホストのプロキシとして機能します。 

 

図 5-63 IGMP プロキシ 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

 
IGMP プロキシ 

インターネット グループ管理プロトコル:アクセスする機能を有効ま

たは無効にします。 

マルチキャスト許可 アクセスする機能を有効または無効にします。 

堅牢なカウント IGMP プロキシ カウンタの堅牢な要素です。 
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最後のメンバ クエ

リ数 

最後のメンバーのクエリ間隔は、グループ固有のクエリ メッセージ間

の最大時間です。この間隔を構成して、ルーティング デバイスが最後

の損失を検出するのにかかる時間を変更できます。 

グループのメンバー。 
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クエリ間隔 

ルーターによって送信される IGMP 一般クエリ メッセージ間の時間 

(ルーターがこのサブネット上のクエリアである場合)。 

 
 
 

クエリ応答間隔 

IGMP ルータが Ge ネラル クエリ メッセージへの応答を受信するまで

待機する最大時間 (秒単位)。クエリ応答間隔は、IGMP v2 ホスト メン

バーシップ クエリ メッセージ ヘッダーの [最大応答時間] フィールド

です。既定のクエリ応答 

間隔は 10 秒で、クエリ間隔より小さくする必要があります。 

 

 
グループ休暇の遅延 

IGMP ルーターがグループ固有のクエリ メッセージへの応答を受信す

るまで待機する時間 (秒単位)。最後のメンバークエリ間隔は、連続す

る間の秒単位の tim e の量でもあります。 

グループ固有のクエリ メッセージ。 

 

 

5.5.1.2 Mld 

MLD はマルチキャスト リスナーディスカバリ (IPv6 のコンポーネント) を意味します。MLD は、

IPv4 で使用されている IGMP と同様に、直接接続されたリンク上のマルチキャスト リスナーを検出

するために IPv6 ルーターによって使用されます。 

 

 

図 5-64 MLD 

次の表では、t he パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

 

MLD プロキシ 
MLD プロキシは、IPv6 マルチキャスト データをサポートするために使

用できます。有効化/無効化 

アクセスする関数。 
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MLD スヌーピング 

スヌーピングは、レイヤ 2 デバイス上で実行され、IPv6 マルチキャス

ト グループを管理および制御する IPv6 マルチキャスト制約メカニズ

ムです。受信した MLD メッセージを分析することにより、MLD スヌ

ーピングを実行するレイヤ 2 デバイスは、ポートとマルチキャスト 

MAC 広告ドレス間のマッピングを確立し、これらのマッピングに基づ

いて IPv6 マルチキャスト データを転送します。 

マルチキャストリスナーディスカバリスヌーピング(MLD)。 を有効/無
効にする 
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 アクセスする機能。 

堅牢カウンタ MLD カウンタの堅牢な係数。 

 

クエリ間隔 
によって送信された IGMP 一般クエリ メッセージ間の時間 

ルーター (ルーターがこのサブネット上のクエリアである場合)。 

 
 

クエリ応答間隔 

IGMP ルーターが一般クエリ メッセージへの応答を受信するまで待機

する最大時間 (秒単位)。クエリ応答間隔は、IGMP v2 ホスト メンバー

シップ クエリ メッセージ ヘッダーの [最大応答時間] フィールドです

。既定のクエリはeを実行します。 

間隔は 10 秒で、クエリ間隔より小さくする必要があります。 

 
最後のグループ メンバ

ーの応答間隔 

IGMP ルーターがグループ固有のクエリ メッセージへの応答を受信す

るまで待機する時間 (秒単位)。最後のメンバークエリ間隔は、連続す

る間の秒数でもあります。 

グループ固有のクエリ メッセージ。 

 
 

 

5.5.2 Upnp 

Choose Service > UPnP and the page shown in the following figure appears. This page is used to configure 

UPnP. The system acts as a daemon after you enable it. 

図 5-65 UPnP 

 
 

5.5.3 Dns 

ドメインネームシステム (DNS) は、ドメイン名を IPアドレスに変換するインターネットサービスです。ドメイ

ン名はアルファベットなので、覚えやすくなります。  ただし、インターネットは IPアドレスに基づいています

。  ドメイン名を使用するたびに、DNS はその名前を対応する IP アドレスに変換します。たとえば、ドメイン

名 www.example.comは198.105.232.4 に変換される場合があります。  DNSには独自のネットワークがあります

。ある DNS サーバーが特定のドメイン名を変換する方法を知らない場合は、正しい IP アドラーess が返される

まで、別のドメイン名を要求します。 

[サービス/DNS  ] を選択します。表示されるDNSページには、DNSと IPv6 DNSが含まれています。   

http://www.example.com/
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5.5.3.1 Dns 

左側のウィンドウで[DNS]をクリックすると、次の図に示すページが表示されます。 
 

図 5-66 DNS 

 
 

次の表は、パラメータを示しています。 
 

フィールド 説明 

 

DNS を自動

的に取得する 

これを選択すると、ルータは PPPoA、PPPoE、または MER 対応 PVC 

のいずれかから最初に受信した DNS 割り当てを受け入れます。 

接続の確立。 
 

DNS を手動で設定する 
DNS 1、DNS 2、DNS 3、サーバーの IP アドレスを入力します。 

手動。 

 
 

5.5.3.2 IPv6 DNS 

図 5-67 IPv6 DNS 
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次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

DNS を自動

的に取得する 

これを選択すると、ルータは接続の確立中に PPPoA、PPPoE、また
は MER 対応 PVC のいずれかから最初に受信した DNS 割り当てを受
け入れます。 

DNS を手動で設定する 
これを選択し、プライマリおよびセカンダリ DNS サーバーの IP アド
レスを入力します。 

 
 

 
5.5.4 Ddns 

Click DDNS in the left pane and the page shown in the following figure appears. This page is used to configure the 

dynamic DNS address from DynDNS.org, TZO, PHDNS or PlanetDDNS. You can add or remove to configure 

dynamic DNS. The Planet DDNS is free for customers 

図 5-68 DDNS 

 
 

次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

DDNS プロバイダ 
DDNS プロバイダー名を選択します。あなたはDynDNS.org、TZO、

PHDNSまたは惑星を選択することができます。 

ホスト名 DDNS 識別子。 

インターフェイス VDSL2 ルータの WAN インターフェイス。 

有効 DDNS 機能を有効または無効にします。 
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名 DDNS プロバイダーによって提供される名前。 

パスワード DDNS プロバイダーによって提供されるパスワード。 

 

 
まず、プラネットDDNSアカウントを登録するためにhttp://www.planetddns.comに移動し、無料アカウント

を登録する方法についてはFAQ(http://www.planetddns.com/index.php/faq)を参照してください。  

 

 

 

[サービス] > [DDNS] を選択するには 
 

 
 

ステップ 1.  Pラネート DDNS を選択します。 
 



VDR-301Nのユーザーマニ
ュアル 

97 

 

 

ステップ 2.DDNS アカウントのユーザー名を入力します。 

ステップ 3.DDNS アカウントのパスワードを入力します。 
 

設定を適用し、WAN ポートがインターネットに接続されていることを確認します。リモート デバイスで、

インターネット ブラウザのアドレス バーにドメイン名を入力します。 

 
 

 
 

You can go to My Devices page of Planet DDNS website to check if the “Last Connection IP” is displayed. This 

indicates your DDNS service is working properly. 
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5.5.5 Vpn 

Click VPN in the left pane and the page shown in the following figure appears. 

図 5-69 VPN 

 
 

次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

名前 VPN サーバーの名前を入力します。 

LNS IP VPN サーバーの IP を入力してください 

名 VPN サーバーのユーザー名を入力してください 

パスワード VPN サーバーのパスワードを入力してください 

変更の適用 [変更の適用]を押して設定を保存します。 
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5.6 ファイアウォール 

[ファイアウォール]を選択し、表示される [ファイアウォール] ページには、MACフィルタ、IP/ポート フィルタ、

URL フィルタ、ACL、および 

DoS. 

 

 

5.6.1 MACフィルタ 

Click MAC Filter in the left pane and the page shown in the following figure appears. Entries in the table are 

used to restrict certain types of data packets from your local network to Internet through the gateway. These 

filters are helpful in securing or restricting your local network. 
 

図 5-70 MAC フィルタ 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

送信デフォルトポリシー LAN から WAN へのブリッジ/転送パスの既定のアクションを指定しま

す。 

受信デフォルトポリシー WAN から LAN ブリッジ/転送パスの既定のアクションを指定します。 

方向 トラフィックの発信/着信方向。 

アクション このルールに一致する場合、トラフィックを拒否または許可します。 

ソース MAC 送信元 MAC アドレスは xxxxxxxxxxxx 形式である必要があります。 
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宛先 MAC 宛先 MAC アドレスは xxxxxxxxxxxx 形式でなければなりません。 
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5.6.2 IP/ポートフィルタ 

5.6.2.1 IP/ポートフィルタ 

Click IP/Port Filter in the left pane and the page shown in the following figure appears. Entries in the table are 

used to restrict certain types of data packets through the gateway. These filters are helpful in securing or 

restricting your local network. 

図 5-71 IP/ポート フィルタ 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

ルールの処理 このルールに一致する場合、トラフィックを許可または拒否します。 

WAN インターフェイス VDSL2 ルータの WAN インターフェイスを選択します。 

プロトコル IP 、ICMP    、TCP、UDPの 4 つのオプションがあります。   

方向 トラフィック転送方向。 

 

送信元 IP アドレス 
フィルタリングが行うトラフィックに割り当てられた送信元 IP アドレ

ス 

適用。 

マスク アドレス 送信元 IP のサブネット マスク。 

 

Dest IP アドレス 
フィルタリングが行われるトラフィックに割り当てられた宛先 IP アド

レス 

適用。 

マスク アドレス 宛先 IP のサブネット マスク。 

S ポート 送信元ポート番号の開始番号と終了。 
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D ポート 宛先ポート番号の開始と終了。 

有効 アクセスする機能を有効または無効にします。 
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5.6.2.2 IPv6/ポートフィルタ 
 

 

図 5-72 IPv6/ポート フィルタ 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

ルールの処理 このルールに一致する場合、トラフィックを許可または拒否します。 

プロトコル IPv6、 ICMP6  、TCP、および UDPの 4つのオプションがあります

。 

ICMP6タイプ PING6 タイプを選択します。 

方向 トラフィック転送方向。 

 

送信元 IPv6 アドレス 
フィルタリングが行うトラフィックに割り当てられた送信元 IP アドレ

ス 

適用。 

プレフィックスの長さ 送信元 IP のサブネット マスク。 

 

Dest IPv6 アドレス 
フィルタリングが行われるトラフィックに割り当てられた宛先 IP アド

レス 

適用。 

プレフィックスの長さ 宛先 IP のサブネット マスク。 

S ポート 送信元ポート番号の開始番号と終了。 

D ポート 宛先ポート番号の開始と終了。 

有効 アクセスする機能を有効または無効にします。 
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5.6.3 URLフィルタ 

Click URL Filter in the left pane and the page shown in the following figure appears. This page is used to block a 

fully qualified domain name, such as tw.yahoo.com and filtered keyword (yahoo). You can add or delete fully 

qualified domain name and filtered keyword. 

図 5-73 URL フィルタ 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

 
 

URL ブロッキング機能 

[無効 ] または[ 有効]を選択できます。 

 URL ブロッキングとキーワード フィルタリング機能を無効にする

には、[無効にする] を選択します。 

 指定したURL とキーワードへのアクセスをブロックするには、[有

効]を選択します。 

URLブロッキング テーブル

で、 

キーワード ブロックするキーワードを入力します。 

キーワードの追加 URLブロック テーブルに URL/キーワードを追加するには、このボ

タンをクリックします。 

選択した項目の削除 

キーワード 

 

URL ブロッキング テーブルで行を選択し、クリックして行を削除し

ます。 

URL ブロッキング テー

ブル 

アクセスがブロックされている URL のリスト。 
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5.6.4 Acl 

5.6.4.1 Acl 

[サービス]-[ACL]を選択すると、次の図に示すページが表示されます。このページでは、LAN または WAN から

のデータ パケットにルーターへのアクセスを許可できます。アクセス コントロール リスト(ACL)の IP アドレ

スを設定できます。ACL が有効な場合、ACL 内の有効な IP アドレスのみがルータにアクセスできます。 

 
 

 

 

ACL 機能で使用可能にするを選択した場合は、ホスト IP アドレスが ACL リスト

に含まれていることを確認してから有効にしてください。 

 

 

 

図 5-74 ACL 
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次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

 

方向の選択 
ルーター インターフェイスを選択します。LAN または WANを選択で

きます。この中で 

例えば、LAN が選択されます。 

LAN ACL スイッチ ACL 機能を有効または無効にするには、このチェック ボックスをオン

にします。 

 
IP アドレス 

指定したインターフェイスの IP アドレスを入力します。指定された 

IP アドレスを持つ同じネットワーク セグメント内の IP アドレスのみ 

インターフェイスはルータにアクセスできます。 
 

許可されるサービス 
LAN から次のサービスを選択できます。     

FTP、  TFTP または PING:また、すべてのサービスを選択することも

できます。 
 

追加 
パラメータを設定したら、それをクリックして現在のACLにエントリ

を追加します。 

表. 

 
 

[方向の選択] のフィールドで WANが選択されている場合、ページは次の図に示されています。 
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図 5-75 ACL WAN 
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5.6.4.2 IPv6 ACL 

[サービス]-[IPv6  ACL]を選択すると、次の図に示すページが表示されます。 
 

図 5-76 IPv6 ACL 
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If WAN is selected in the field of Direction Select, the page is shown in the following figure. 

図 5-77 IPv6 ACL WAN 
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5.6.5 Dos 

サービス拒否攻撃 (DoS 攻撃) は、無駄なトラフィックでネットワークをフラッディングしてネットワークを 

kn ee に持ち込むために設計されたネットワークに対する攻撃の一種です。 

 
 

図 5-78 DoS 

 
 

次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

DoS 防止を有効にする サービス拒否機能へのアクセスを有効にします。 

送信元 IP を有効にする 

ブロック 

 

IP ソースをブロックし、秒単位で時間を設定する機能を有効にします

。 
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5.7 メンテナンス 

ナビゲーション バーで、[メンテナンス] をクリックします。表示される [メンテナンス] ページには、[

更新]、[パスワード]、[再起動]、[時間]、[ログと診断]の各があります。  

 
 

 

5.7.1 更新 

[メンテナンス」> [ 更新]を選択します。表示される[更新] ページには、アップグレード ファームウェアと 

バックアップ/復元: 
 

 

 

 

手順の進行中は、ルータの電源を切ったり、[リセット]ボタンを押したりしないでください

。 

 
 

5.7.1.1 ファームウェアの更新 

左側のペインで [ファームウェアの更新] をクリックすると、次の図に示すページが表示されます。このペー

ジでは、ルータのファームウェアをアップグレードできます。 

 

 

図 5-79ファームウェアの更新 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

ファイルの選択 [参照] または [ファイルの選択] をクリックして、ファームウェア ファ

イルを選択します。 

アップロード 
ファームウェア ファイルを選択したら、[アップロード]をクリックし

てアップグレードを開始します。 

ファームウェア ファイル。 

リセット それをクリックして、ファームウェアファイルの選択を開始します。 
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5.7.1.2 バックアップ/復元 

 

左側のウィンドウで [バックアップ/復元]をクリックすると、次の図に示すページが表示されます。現在の

設定をファイルにバックアップし、以前に保存したファイルから設定を復元できます。 

 

 

図 5-80バックアップ/復元 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

 

設定をファイルに保存 
それをクリックし、パスを選択します。その後、ルータの設定ファイル

を保存できます。 

ファイルから設定を読み

込む 

[参照] または [ファイルの選択] をクリックして、構成ファイルを選択

します。 

 

アップロード 
ルーターの構成ファイルを選択したら、[アップロード]をクリックし

てルーターの構成ファイルのアップロードを開始します。 
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5.7.2 パスワード 

[メンテナンス]>[パスワード]を選択すると、次の図に示すページが表示されます。デフォルトでは、管理者の

ユーザー名とパスワードはそれぞれ管理者と管理者です。共通ユーザーの nd パスワードのユーザー名は、そ

れぞれユーザーとユーザーです。 

 

 

図 5-81パスワード 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

ユーザー名 
ルーターにアクセスするためのユーザー名を選択します。管理者を選

択できます。 

またはユーザー。 

特権 アカウントの権限を選択します。 

古いパスワード 古いパスワードを入力してください 

新しいパスワード 変更する新しいパスワードを入力します。 

確認済みパスワード 確認のため、新しいパスワードをもう一度入力します。 
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5.7.3 再起動 

Choose Maintenance > Reboot and the page shown in the following figure appears. You can set the router 

reset to the default settings or set the router to commit the current settings. 

図 5-82再起動 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

 

再起動 
デバイスを再起動してから再度ログインするまでに約 30 秒かかります

。 

ユーザー名とパスワード。 

既定値に戻す 

設定 

これは、既定の設定に変更するのに役立ちます。所要時間は約30秒で

す。 

デバイスを再起動し、ユーザー名とパスワードに再度ログインします。 

 
 

 

 

 

この手順の進行中は、VDR-301Nの電源を切ったり、リセットボタンを押したりしないで

ください。 
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5.7.4 時間 

Choose Maintenance > Time and the page shown in the following figure appears. You can configure the 

system time manually or get the system time from the time server. 
 

図 5-83時間 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

システム時刻 システム時刻を手動で構成します。 

デイライト 夏時間。 

 
状態 

システム クロックを自動的に更新するオプションを有効にします。 

システム クロックを手動で更新するオプションを無効にします。 

サーバー プライマリ NTP サーバを手動で設定します。 

サーバー 2 セカンダリ NTP サーバを手動で設定します。 

間隔 NTP 更新時間間隔。 

タイム ゾーン ドロップダウン リストから国のタイム ゾーンを選択します。 

GMT時間 グリニッジ標準時。 
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5.7.5 ログ 

Choose Maintenance > Log and the page shown in the following figure appears. On this page, you can 

enable or disable system log function and view the system log. 

図 5-84ログ 

 
 

フォリニングテーブルでは、パラメータについて説明します。 
 

フィールド 説明 

エラー エラーを表示する関数を有効または無効にします。 

通知 エラーを通知する関数を有効または無効にします。 
 

 
 

 
5.7.6 診断 

ナビゲーション バーの [診断]をクリックします。表示される[診断] ページには、Ping 、Ping6、トレー

スルート、トレースルート 6、および Diag-Testが含まれます。   

 

5.7.6.1 Ping 

診断/Pingを選択すると、次の図に示すページが表示されます。 
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図 5-85 Ping 

 
 

次の表では、パラメーターについて説明します。 
 

フィールド 説明 

ホスト アドレス ping を実行する IP アドレスを入力します。 

インターフェイス WAN インターフェイスを選択します。 

 
 

5.7.6.2 ピン6 

診断/Ping6を選択すると、次の図に示すページが表示されます。 

 

 

図 5-86 Ping6 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

ホスト アドレス ping を実行する IPv6 アドレスを入力します。 

インターフェイス WAN インターフェイスを選択します。 
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5.7.6.3 Traceroute 

 

Choose Diagnostic >Traceroute and the following page appears. By Traceroute Diagnostic, you can track 

the route path through the information which is from your computer to the other side host on the Internet. 
 

図 5-87トレースルート 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィエルd 説明 

ホスト 診断先のホスト アドレスを入力します。 

個数 繰り返し回数。 

タイムアウト タイムアウト値を入力します。 

データサイズ パケット サイズ。 

Dscp 
差別化されたサービス コード ポイントでは、0 ~ 63 の値を設定する

必要があります。 

マックスホップカウント ルートの最大数。 

インターフェイス インターフェイスを選択します。 
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5.7.6.4 トレースルート6 

 

診断/トレースルート6を選択すると、次のページが表示されます。Traceroute 診断を使用すると、コンピュ

ータからインターネット上の反対側のホストへの情報を通じてルート パスを追跡できます。 

 
 

図 5-88トレースルート6 

 

 
次の表では、パーアメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

ホスト 診断先のホスト アドレスを入力します。 

個数 繰り返し回数。 

タイムアウト タイムアウト値を入力します。 

データサイズ パケット サイズ。 

マックスホップカウント ルートの最大数。 

インターフェイス インターフェイスを選択します。 
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5.7.6.5 OAMループバック 

診断/OAM ループバックを選択すると、次の図に示すページが表示されます。このページでは、VCC ループ

バック機能を使用して VCC の接続を確認できます。ATM ループバックテストは、DSLAM および ATM ネッ

トワークの問題のトラブルシューティングに役立ちます。 

 
 

図 5-89 OAM ループバック 

 

 
次の表では、パラメーターについて説明します。 

 

フィールド 説明 

 
フロータイプ 

フロータイプは4種類あります。選択範囲は、F5 セグメン

ト、F5 エンドツーエンド、F4 セグメント、および F4 エン

ドツーエンドにすることができます。 

Vpi 仮想パス識別子 

Vci 仮想回線識別子。 
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5.7.6.6 DSL診断 

 

Choose Diagnostic > DSL Diagnostic and the page shown in the following figure appears. It is used for xDSL 

tone diagnostics. 
 

図 5-90 DSL 診断 

 

 
[開始]をクリックして、ADSL トーン診断を開始します。 



110 

VDR-301Nのユーザーマニ
ュアル 

 

 

 

5.7.6.7 ダイアグテスト 

 

診断/Diag 検定を選択すると、次の図に示すページが表示されます。このページでは、VDSL2 ルーター接続を

テストできます。LAN ステータス接続とファイバ c の接続を表示することもできます。 

 

 

図 5-91 Diag-テスト 

 

 

[診断テストの実行]をクリックしてテストを開始します。 
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次のセクションでは、VDR-301N のデフォルト SSIDが"default"に設定されています。 

 

6.1 Windows XP (ワイヤレス ゼロ構成) 
 

 ステップ1:システムトレイに表示されるワイヤレスネットワークアイコンを右クリックします。  
 

図6-1 システム トレイ – ワイヤレス ネットワーク 

アイコン 

 
 

 ステップ 2 : [利用可能なワイヤレスネットワークの表示] を選択します。  

 
 

 ステップ 3: ワイヤレス ネットワーク (SSID) を強調表示して選択し、 接続  
 

 

分の数66)ス・ユーザー・ス・ス 

(1) SSID が選択された [次の値にする] 

(2) [0.% 
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図 6-2ワイヤレス ネットワークの選択 
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 ステップ 4: 次のように入力します。暗号化キーワイヤレスの Ap  

 
 

図 6-3ネットワーク キーの入力 

 
 

 手順 5 : [接続済み]が表示されているかどうかを確認する  
 

図 6-4ワイヤレス ネットワークの選択 -- 接続済み 

(1) [の場合]表示されます。 

(2) 派イオン 5.3.3.2で設定されている暗号化キーを入力します。 

(3) [クリック) 
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一部のラップトップには、内部ワイヤレス LAN 用の "ワイヤレス ON/OFF" スイッチが装備され

ています。ハードウェアワイヤレススイッチが「ON」の位置に切り替わっていることを確認し

ます。 

 

 

 

6.2 Windows 7 (WLAN自動構成) 

WLAN 自動構成サービスは、ワイヤレス ネットワークを検出して接続できるように、Windows 7 に組み

込まれています。この組み込みのワイヤレス ネットワーク接続ツールは、Windows XP のワイヤレス ゼ

ロ構成ツールに似ています。 

 
 

 ステップ1:システムトレイに表示されるネットワークアイコンを右クリックします。  

 

図 6-5ネットワークアイコン 

 
 

 ステップ 2: ワイヤレス ネットワーク (SSID) を強調表示して選択し、 接続  

 

(1) SSID]内一) 

(2) [0.% 



115 

VDR-301Nのユーザーマニュ
アル 

 

 

図 6-6 WLAN の自動構成 
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今後このワイヤレスAPに接続する場合は、[自動的に接続]にチェックを入れしてください。 

 

 
 ステップ 4: 次のように入力します。暗号化キーワイヤレスの Ap  

 

 

図 6-7ネットワーク キーを入力します。 

 

 

図 6-8ネットワークへの接続 

(1) [の使用]表示されます。 

(2) おじい5.3.3.2で設定されている暗号化キーを入力します。 

(3) [OK]をクリックします。クリック) 
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 手順 5 : [接続済み]が表示されているかどうかを確認する  

 

図 6-9ネットワークに接続する 
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VDR-301Nのユーザーマニュ
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6.3 Mac OS X 10.x 

次のセクションでは、VDR-301N のデフォルト SSID を「デフォルト」に設定します。 
 

 
 

 

図 6-10 Mac OS  – ネットワーク アイコン 

 
 

 

 
 

図 6-11ワイヤレス ネットワークの強調表示と選択 

 
 

 ステップ 4: 次のように入力します。暗号化キーワイヤレスの Ap  

(1) SSID を選択します[(設定)] 

(2) 日の一行表示Ssid.. 

[エアポートネットワーク接続]メニューが表示されます。 

01:システム・・ス・データス込りを右) 

2: ス内のセフス (SSID) は、次の場合にス・ス・ス 

(1) おじい5.3.3.2で設定されている暗号化キーを入力します。 

(2) [OK]をクリックします。クリック) 
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図 6-12パスワードの入力 

 

 
 

 

 
今後このワイヤレス AP に接続する場合は、[このネットワークを記憶する]にチ

ェックを入れしてください。 

 

 
 ステップ5:AirMacが選択したワイヤレスネットワークに接続されているかどうかを確認します。  

 「はい」の場合、SSIDの前面に「チェック」記号が表示されます。  

 

 

図 6-13ネットワークに接続されている 
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MAC OS X Wirel ess 設定を設定する別の方法があります。 

 ステップ1:クリックして[システム環境設定]を開き、アップル >システム環境設定またはアプリケーションに

移動します。 
 

図 6-14システム環境設定 

 
 

 Step 2: Open Network Preference by clicking on the [Network] icon  

図 6-15システム環境設定 - ネットワーク 
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図 6-16ワイヤレス ネットワークの選択 

ワイヤレス AP に初めて接続する場合は、「ネットワークが選択されていません」と表示され

ます。 

(1) 分AirMac(の場合は、次の場合()) 

(2)  [スデータとおり]値下がった場合は、 

>3:Wi-Fiは、インフィス・イン・ウィー 
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6.4 iPhone/iPod Touch/iPad 

following セクションでは、VDR-301Nのデフォルト SSID が"デフォルト"に設定されています。 
 

 ステップ1:ホーム画面に表示される[設定]アイコンをタップします。  

 
 

図 6-17 iPhone – 設定アイコン 

 
 

 

 
 

 
 
 

図 6-18 Wi-Fi の設定 

ワイヤレス AP に初めて接続する場合は、「未接続」と表示されます。 

(3) 高 [一般語] \[スデータ] 

(4) [Wi-fi] 高く、。   

>2:Wi-Fiは、インフィス・イン・ウィー 
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図 6-19 Wi-Fi 設定 – 未接続 

 
 

 

 
 
 

図 6-20 Wi-Fi をオンにする 

 
 

 

 

(1) 表示一時 

(2) おじい5.3.3.2で設定されている暗号化キーを入力します。 

(1) [Wi-Fi]Wi-fiス・ス・ス 

(2) SSID]内一) 

3: [セシは選択した]・ス・ス・ス ・ス・ス・ス・スSID)をクリックします。" 

4 : APの内中。 
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 (3) [参加]ボタンをタップします。  

 

図 6-21 iPhone -- パスワードを入力する 

 
 

 手順 5: デバイスが選択したワイヤレス ネットワークに接続されているかどうかを確認します。  

 「はい」の場合、SSIDの前に「チェック」記号が表示されます。  
 

図 6-22 iPhone -- ネットワークに接続されている 
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A.1 デバイスのRJ45ピン割り当て 

■ 10/100Mbps、10/100BASE-TX 
 

連絡先 Mdi MDI-X 

1 1 (TX +) 3 

2 2 (TX -) 6 

3 3 (RX +) 1 

6 6 (RX -) 2 

4, 5, 7, 8 未使用 未使用 

 
 

ツイストペアケーブル内または配線パネルでのクロスオーバー機能の暗黙的な実装は、明示的に禁止されてい

ませんが、この規格の範囲を超えています。 

 
 

A.2 RJ45 ケーブルピンの割り当て 
 
 

 
 
 

標準の UTP/STP ケーブルには 8 本のワイヤがあり、各ワイヤは色分けされています。ストレート ケーブ

ルとクロスケーブル接続のピン割り当てと色を次に示します。 

みなささ A: 知りつる 

3 

6 3 21 

21 6 

1 32 6 
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ストレートケーブル  サイド 1 サイド
2 

1 2 3 4 5 6 7  サイド 1 1 = 白/オレンジ 1 = 白/オレンジ 

         2 = オレンジ 2 = オレンジ 

         3 = 白/緑 3 = 白/緑 

         4 = 青 4 = 青 

         5 = ホワイト/ブルー 5 = ホワイト/ブルー 

         6 = 緑 6 = 緑 

1 2 3 4 5 6 7   7 = ホワイト/ブラウン 7 = ホワイト/ブラウン 

 サイド2 8 = ブラウン 8 = ブラウン 

クロスケーブル  サイド 1 サイド
2 

1 2 3 4 5 6 7  サイド 1 1 = 白/オレンジ 1 = 白/緑 

         2 = オレンジ 2 = 緑 

         3 = 白/緑 3 = ホワイト / オレンジ 

         4 = 青 4 = 青 

         5 = ホワイト/ブルー 5 = ホワイト/ブルー 

         6 = 緑 6 = オレンジ 

1 2 3 4 5 6 7   7 = ホワイト/ブラウン 7 = ホワイト/ブラウン 

 サイド2 8 = ブラウン 8 = ブラウン 

Figure A-1: Straight-through and Crossover Cables 

 

 
ネットワークにケーブルを展開する前に、接続されているケーブルのピンの割り当てと色が上記の表と

同じであることを確認してください。 
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